
 

は
じ
め
に 

 

 

令
和
六
年
度
、
当
館
で
は
、
第
一
九
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
（
以
下
Ａ
Ｗ
）
の
テ
ー
マ
を
「
天
気 

気
候 

自
然

現
象
と
や
ま
ぐ
ち
の
ひ
と
び
と
～
文
書
館
資
料
か
ら
～
」
と
し
、
六

月
八
・
九
日
、
閲
覧
室
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
示
」
を
行
い
、
展
示

資
料
に
関
す
る
「
解
説
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
た
。 

毎
年
恒
例
の
こ
の
普
及
事
業
で
は
、展
示
資
料
の
選
択
お
よ
び「
解

説
シ
ー
ト
」
作
成
を
専
門
職
員
全
員
で
行
う
。
そ
の
準
備
過
程
で
職

員
は
、
各
自
の
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
テ
ー

マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
所
蔵
資
料
の
垣
根
（
藩
政
文
書
、
古
文
書
な

ど
地
域
資
料
、
特
定
歴
史
公
文
書
、
行
政
資
料
、
写
真
、
古
絵
は
が

き
な
ど
）
を
越
え
て
横
断
的
に
調
べ
、
展
示
資
料
を
選
び
、
そ
の
「
解

説
シ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
。
結
果
と
し
て
、
当
館
の
所
蔵
資
料
が
も

つ
歴
史
的
な
価
値
、
歴
史
的
情
報
の
掘
り
起
こ
し
、
理
解
が
進
む
。

「
解
説
シ
ー
ト
」
は
Ａ
Ｗ
後
、
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
広
く

利
用
者
に
提
供
す
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
よ
り
所
蔵
資
料
の
検

索
は
格
段
に
便
利
に
な
っ
た
が
、そ
の
定
型
の
記
載
項
目
の
み
で
は
、

各
資
料
の
細
か
い
内
容
ま
で
は
利
用
者
に
伝
え
き
れ
な
い
（
件
名
目

録
を
整
備
し
た
一
部
記
録
は
除
く
）。
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
き
、
横
断

的
に
所
蔵
資
料
を
調
べ
、
共
有
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
く
こ
と

は
、
館
業
務
の
重
要
な
柱
で
あ
る
所
蔵
資
料
の
目
録
作
成
、
そ
の
一

環
と
も
な
る
（
所
蔵
資
料
に
対
す
る
テ
ー
マ
別
ガ
イ
ド
の
構
築
作
業

と
で
も
言
え
よ
う
か
）。
こ
う
し
た
作
業
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
が

進
む
中
で
も
、
必
要
な
業
務
の
一
つ
と
し
て
あ
り
つ
づ
け
る
と
思
わ

れ
る
。 

 

さ
て
、
筆
者
は
今
年
度
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
主
に
当
館
所
蔵
資
料

か
ら
江
戸
時
代
の
天
文
関
係
記
事
を
集
め
紹
介
し
た
（
自
然
現
象
、
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怪
異
現
象
と
思
し
き
も
の
も
含
む
）。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
か
ら

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ

の
成
果
を
「
解
説
シ
ー
ト
」
の
「
彗
星
・
流
星
・
日
食
と
文
書
館
資

料
」（
１
）
～
（
３
）
に
ま
と
め
た
。
た
だ
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、

各
記
事
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
収
集
し
た
記
事
全
文
を
本
稿
で
紹
介
し
て
み
た
い
（
補
遺
も
含

む
）。江

戸
時
代
の
天
文
関
係
記
事
は
、
日
々
の
業
務
の
中
で
折
り
に
触

れ
目
に
す
る
。
こ
う
し
た
記
事
は
、
数
多
く
集
め
紹
介
し
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
よ
り
価
値
が
高
ま
る
。
筆
者
に
は
天
文
に
関
す
る
専
門

的
知
識
は
な
く
、
十
分
な
分
析
、
解
説
は
で
き
な
い
が
、
右
の
点
を

鑑
み
、
今
回
の
Ａ
Ｗ
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
所
蔵
資
料
を
調
査
し

記
事
を
集
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
集
め
た
記
事
の
多
く
は
こ
れ
ま
で

紹
介
（
活
字
化
）
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
、
基
本
的
に
当
館
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の
資
料
（
あ
る

い
は
そ
の
写
し
）
を
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
徳
山
毛
利

家
文
庫
な
ど
調
査
で
き
な
か
っ
た
資
料
群
も
あ
り
、
か
か
げ
た
記
事

が
所
蔵
資
料
に
み
え
る
す
べ
て
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
現
時
点
で
の

中
間
報
告
で
あ
る
。
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
が
意
味
を
理

解
し
や
す
い
よ
う
口
語
訳
も
記
し
た
。
知
識
不
足
か
ら
来
る
初
歩
的

ミ
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
点
も
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

江
戸
時
代
の
天
文
関
係
記
事
は
、
大
崎
正
次
編
『
近
世
日
本
天
文

史
料
』(

原
書
房

一
九
九
四
年)

が
網
羅
的
で
と
て
も
詳
し
い
。
江

戸
時
代
の
天
文
現
象
に
関
す
る
史
料
を
日
食
、
月
食
、
流
星
、
彗
星

な
ど
の
類
別
に
ま
と
め
年
代
順
に
紹
介
し
、
個
々
の
現
象
に
つ
き
解

説
を
付
し
て
お
り
、
概
要
を
知
る
上
で
大
変
便
利
で
あ
る
。
成
稿
に

あ
た
り
同
書
を
ガ
イ
ド
と
し
て
用
い
た
。
ま
た
逐
一
あ
げ
な
い
が
、

近
世
史
料
に
み
え
る
彗
星
関
係
記
事
は
、
論
文
と
し
て
報
告
さ
れ
る

ほ
か
、
全
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
、
博
物
館
等
が
展
示
や
館
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
す
る
例
も
多
く
こ
れ
ら
も
参
考
と
な
る
。

な
お
、
成
稿
に
あ
た
り
、
各
記
事
に
つ
き
、
山
口
県
立
山
口
博
物

館
学
芸
課
主
査
岩
村
和
政
氏
（
天
文
担
当
）
か
ら
多
く
の
助
言
を
受

け
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
各
記
事
に
注

記
の
形
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

天
文
関
係
記
事
が
あ
る
資
料
の
概
要

天
文
関
係
記
事
が
あ
っ
た
資
料
の
概
要
を
、
Ａ
毛
利
家
文
庫
・
17

年
表
、
Ｂ
日
記
類
、
Ｃ
年
代
記
、
Ｄ
そ
の
他
、
Ｅ
館
蔵
資
料
以
外
（
刊

本
史
料
）
に
分
け
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

 
 

Ａ

毛
利
家
文
庫
・
17
年
表

毛
利
家
文
庫
・
17
年
表
に
は
、
主
に
藩
政
時
代
に
作
成
さ
れ
た
年

表
類
が
集
め
ら
れ
て
い
る
（
タ
イ
ト
ル
数
は
48
）。
各
年
表
の
性
格

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
藩
政
時
代
、
藩
庁
が
業
務
の
必
要
か
ら
作
成
し
た

も
の
、
個
人
が
編
纂
し
、
経
緯
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
後
毛
利
家
文

示

の

な（
１
）

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

五
五



 

庫
に
伝
来
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
藩
政
時
代
に
作
成
さ
れ
近
代
に
写

さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
年
表
は
、
作
成
主
体
、
作
成
意
図
に
よ

り
記
事
に
違
い
が
あ
る
。
藩
庁
諸
役
所
が
作
成
し
た
年
表
で
は
、
自

然
現
象
の
う
ち
、
農
政
・
民
政
に
直
接
大
き
な
影
響
（
被
害
）
を
与

え
た
大
雨
（
洪
水
）、
大
風
、
大
雪
、
地
震
な
ど
の
記
事
は
広
く
収
録

さ
れ
る
が
、
天
文
関
係
の
記
事
は
、
現
象
が
農
政
・
民
政
に
直
接
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
か
、
網
羅
的
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
印
象

を
も
っ
た
。今
回
４
点
に
天
文
関
係
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。 

  

①
「
毛
利
家
年
表
」（
毛
利
家
文
庫
17
年
表
43
） 

 

享
保
十
六
～
天
保
七
年
（
一
七
三
一
～
一
八
三
六
）
の
記
事
を
載

せ
る
。藩
主
お
よ
び
藩
主
一
族
の
動
向
、藩
の
主
要
役
職
者
の
動
向
、

藩
政
上
の
主
要
事
項
、
藩
内
で
の
火
事
、
自
然
災
害
等
の
記
事
を
中

心
と
す
る
。
全
国
、
江
戸
で
の
出
来
事
も
よ
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

巻
末
に
「
嘉
永
三
庚
戌
秋
写
之 

典
雅
堂
秘
蔵
」
と
あ
り
、
嘉
永
三

年
（
一
八
五
〇
）
秋
に
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
所
蔵
元
の
「
典

雅
堂
」
が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
。
表
紙
に
「
自
享
保
十
六
年
至
天
保

七
年 

毛
利
家
年
表
一
」
と
の
題
箋
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
近
代

に
毛
利
家
の
編
纂
所
が
貼
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
口
に
記
さ
れ
た

「
覇
城
鑑
」が
原
題
と
思
わ
れ
る
。本
年
表
に
み
え
る
記
事
の
う
ち
、

元
文
二
年
正
月
条
は
、
今
回
所
蔵
資
料
中
で
確
認
で
き
た
も
っ
と
も

古
い
彗
星
記
事
で
あ
っ
た
。 

【
記
事
】
９
・
12
・
16
・
27
・
34
・
36
・
43 

②
「
草
舎
年
表
」（
同
17
年
表
37
） 

「
草
舎
年
表
」
は
、
文
禄
四
～
天
保
十
四
年(

一
五
九
五
～
一
八
四

三)

の
記
事
を
載
せ
る
一
五
冊
か
ら
な
る
（
巻
四
を
欠
く
が
、
年
次
は

一
応
つ
な
が
っ
て
い
る
）。
草
刈
泰
彦
の
編
纂
と
さ
れ
る
。
彼
に
つ
い

て
、
吉
田
祥
朔
『
近
世
防
長
人
名
辞
典
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

草
刈
泰
彦
通
称
は
藤
次
、
草
の
屋
と
号
す
、
萩
藩
大
組
士
に
し

て
山
口
湯
田
に
住
む
、
食
禄
二
百
石
、
能
く
和
歌
を
詠
み
ま
た

探
古
の
趣
味
あ
り
、
嘗
て
防
長
の
故
事
を
輯
め
て
草
舎
年
表
十

六
巻
の
著
述
あ
り
、
筆
を
上
古
に
起
し
て
天
保
十
年
に
絶
つ
、

こ
の
年
六
十
一
歳
な
り
、
而
し
て
そ
の
後
の
事
蹟
詳
な
ら
ず
。 

こ
こ
に
は
草
刈
泰
彦
が
禄
高
二
〇
〇
石
の
萩
藩
大
組
士
と
あ
る
が
、

天
保
～
嘉
永
頃
の
「
分
限
帳
」
を
見
る
限
り
そ
の
名
は
な
い
。
禄
高

二
五
〇
石
の
草
刈
靭
負
家
（
初
熊
、
太
郎
左
衛
門
、
千
之
助
）
が
あ

る
も
の
の
、
当
主
名
や
年
齢
は
一
致
し
な
い
。
草
刈
泰
彦
に
つ
い
て

は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
る
よ
う
で
あ
る
。 

巻
一
巻
頭
に
は「
于
時
天
保
三
庚
辰
夏
日 

草
之
舎
謄
謹
而
誌
之
」

と
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

此
書
、
昔
年
或
家
三
浦

古
き
事
の
集
し
を
写
し
得
て
、
表
題
な
け

れ
は
み
つ
か
ら
年
表
と
名
付
け
、
其
外
諸
家
の
記
録
を
操
り
取

集
て
年
序
を
記
し
、
荒
々
記
之
も
の
也 

三
浦
家
が
所
蔵
す
る
過
去
の
出
来
事
を
書
き
留
め
た
記
録
を
書
き
写

す
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
年
表
」
と
い
う
題
を
つ
け
、
さ
ら
に
諸

家
の
記
録
も
調
べ
、
記
事
を
書
き
加
え
て
編
纂
し
た
の
が
天
保
三
年

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

五
六



 

（
一
八
三
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
巻
十
の
巻
頭
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 

前
部
者
古
家
の
旧
記
を
探
り
、
今
部
に
至
候
而
者
予
山
口
在
住

ニ
而
万
事
聞
漏
し
、
前
後
不
同
多
く
し
て
、
後
見
の
ま
と
ひ
有

へ
し 

巻
十
は
天
保
四
～
六
年
の
記
事
を
載
せ
る
。巻
九
ま
で
と
は
異
な
り
、

十
巻
以
降
（
天
保
四
年
以
降
）
の
記
事
は
、
山
口
に
居
住
す
る
草
刈

が
見
聞
き
し
た
出
来
事
を
中
心
に
ま
と
め
た
と
い
う
。
天
保
三
年
ま

で
と
四
年
以
降
で
は
記
事
の
性
格
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
最

終
十
六
巻
は
、
天
保
十
年
ま
で
は
各
月
の
出
来
事
を
豊
富
に
載
せ
る

が
、
十
一
～
十
四
年
分
の
記
事
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
彼
の
活
動

が
終
わ
る
の
が
こ
の
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
蔵
書
印
と
し
て
、「
高
津
蔵
書
」（
朱
印
）
お
よ
び
「
草
舎
」

（
墨
印
）
が
あ
る
。 

天
文
現
象
に
関
す
る
記
事
は
七
つ
み
え
る
。
最
も
古
い
記
事
は
元

文
二
年
正
月
条
だ
が
、
記
載
は
①
「
毛
利
家
年
表
」
と
同
文
で
、
同

一
典
拠
に
よ
る
記
述
と
思
わ
れ
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
八
月

二
十
三
日
条
の
ハ
レ
ー
彗
星
の
記
事
は
、
天
保
四
年
以
降
の
出
来
事

な
の
で
、
草
刈
は
実
際
こ
の
彗
星
を
目
撃
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
記
事
】
10
・
13
・
17
・
28
・
35
・
46
・
49 

 

③
「
年
表
」（
同
17
年
表
41
） 

明
応
六
～
安
政
六
年(

一
四
六
七
～
一
八
五
九)

ま
で
の
記
事
を
載

せ
る
。
巻
末
に
「
大
正
七
年
十
月
児
玉
愛
二
郎
ヨ
リ
借
受
謄
写
之
」

と
あ
り
、「
公
爵
毛
利
家
用
達
所
記
録
科
用
」
と
印
字
さ
れ
た
朱
色
の

罫
紙
に
墨
（
一
部
朱
）
で
書
か
れ
て
い
る
。
大
正
七
年(

一
九
一
八)

に
毛
利
家
の
記
録
科
が
児
玉
愛
二
郎
（
元
長
州
藩
士
・
宮
内
省
図
書

頭
）
か
ら
借
り
受
け
謄
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
本
は
幕
末
期
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
編
者
は
不
明
で
あ
る
。
原
本
の
形

態
に
関
し
「
原
書
小
形
横
綴
」
と
の
注
記
も
残
る
。 

 

年
表
の
最
初
、
明
応
六
年
の
記
事
は
毛
利
元
就
誕
生
を
記
し
た
も

の
で
、以
下
戦
国
～
織
豊
期
の
記
事
は
お
お
む
ね
毛
利
家
の
歴
史（
特

に
合
戦
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
藩
政
期
以
降
も
藩
主
毛
利
家
、

藩
政
に
関
す
る
記
事
が
中
心
だ
が
、
次
第
に
様
々
な
記
事
が
簡
潔
な

が
ら
収
録
さ
れ
る
。
天
文
関
係
記
事
が
三
点
あ
り
、
う
ち
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
八
月
十
九
日
条
は
ド
ナ
チ
彗
星
に
関
す
る
記
事
で
、

こ
れ
は
編
者
自
身
が
目
撃
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

【
記
事
】
18
・
26
・
64 

 

④
「
御
家
年
表
」（
同
17
年
表
46
） 

『
毛
利
家
文
庫
目
録
』
に
「
毛
利
家
及
び
防
長
両
国
の
諸
事
件
を

年
別
に
記
載
」と
あ
り
、明
応
六
～
天
保
七
年
の
記
事
を
収
録
す
る
。

作
成
・
伝
来
経
緯
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
な
い
。
天
文
関
係
記
事

は
三
点
あ
り
、
こ
の
う
ち
天
保
六
年
八
月
の
記
事
は
ハ
レ
ー
彗
星
に

関
す
る
も
の
で
、「
八
九
月
、
孛
星
乾
方
出
現
、
中
国
洪
水
」
と
あ
る
。

彗
星
出
現
が
中
国
で
の
洪
水
発
生
と
い
う
凶
事
と
関
連
づ
け
記
録
さ

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

五
七



れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

【
記
事
】
40
・
42
・
51

Ｂ

日
記
類

毛
利
家
文
庫
に
は
萩
藩
庁
諸
役
所
で
作
成
さ
れ
た
日
記
が
数
多
く

あ
り
、
ま
た
、
諸
家
文
書
に
も
多
様
な
身
分
、
立
場
の
者
が
記
し
た

近
世
の
日
記
が
多
数
残
る
。
今
回
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
次
の
日
記
に
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

➄
「
密
局
日
乗
」（
毛
利
家
文
庫
19
日
記
18
）

「
密
局
日
乗
」
は
萩
藩
密
用
方
の
業
務
日
記
で
あ
る
。
明
和
二
～

慶
応
元
年(

一
七
六
五
～
一
八
六
五)

分
の
一
二
九
冊
が
残
る
（
欠
年

あ
り
）。
密
用
方
は
七
代
藩
主
重
就
の
時
代
に
新
設
さ
れ
た
。
正
規
の

役
所
と
し
て
設
置
さ
れ
る
の
は
安
永
三
年（
一
七
七
四
）で
あ
る
が
、

密
用
方
初
代
頭
人
中
山
又
八
郎
は
、
明
和
元
年
か
ら
密
用
方
に
連
な

る
業
務
を
担
当
し
始
め
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
日
記
も
含
め
現
在
は

「
密
局
日
乗
」
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

密
用
方
は
、
藩
主
や
藩
重
役
の
指
示
を
受
け
、
先
例
、
毛
利
家
の

歴
史
、
家
臣
の
由
緒
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
特
命
に
よ
る
記
録
作
成

な
ど
を
担
当
し
た
。「
密
局
日
乗
」
は
、
そ
の
よ
う
な
業
務
に
関
す
る

内
容
、
密
用
方
役
人
の
動
向
な
ど
を
記
し
た
業
務
日
記
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
日
記
に
は
、
業
務
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
藩
内
で
見

聞
き
さ
れ
た
ふ
し
ぎ
な
出
来
事
、
自
然
現
象
、
風
聞
な
ど
の
記
事
が

か
な
り
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
自
体
は
主
任
務
で
は
な
い
が
、
の

ち
に
参
考
と
な
る
可
能
性
を
考
え
、
担
当
役
人
が
意
識
し
て
記
録
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
に
天
体
現
象
に
関
す
る
も
の
が

八
つ
あ
る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

ま
で
の
記
事
で
、う
ち
二
つ
は
目
撃
し
た
彗
星
を
描
い
た
図
が
残
る
。

【
記
事
】
32
・
33
・
37
・
38
・
39
・
45
・
50
・
52

⑥
「
浦
日
記
」（
同
71
藩
臣
日
記
２
）

「
浦
日
記
」
は
、
萩
藩
寄
組
士
浦
靱
負
（
一
七
九
五
～
一
八
七
〇
）

が
文
政
八
～
明
治
三
年(

一
八
二
五
～
七
〇)

に
書
き
記
し
た
日
記
で

あ
る
（
全
六
二
冊
）。
浦
靱
負
は
、
当
職
・
当
役
な
ど
萩
藩
重
職
を
務

め
た
人
物
で
、
浦
家
は
上
関
宰
判
伊
保
庄
阿
月
（
現
柳
井
市
）
に
給

領
地
を
も
っ
た
。「
浦
日
記
」
は
幕
末
政
治
史
を
解
明
す
る
重
要
史
料

と
し
て
知
ら
れ
る
。
内
容
は
多
岐
に
及
び
、
武
家
の
生
活
、
陪
臣
・

給
領
の
動
向
、
社
会
状
況
な
ど
を
知
る
上
で
も
貴
重
と
さ
れ
る
。『
山

口
県
史

史
料
編

幕
末
維
新
３
』（
山
口
県

二
〇
〇
七
年
）
に
安

政
四
年
、
五
年
、
文
久
二
年
、
慶
応
二
年
分
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、

「
浦
日
記
」
の
伝
来
と
概
要
は
同
書
「
解
説
」
に
詳
し
い
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
二
十
五
日
条
に
は
、
テ
バ
ッ
ト
彗

星
と
思
わ
れ
る
彗
星
記
事
が
一
つ
あ
る
。
ま
た
、
天
保
十
四
年
（
一

八
四
三
）
二
月
一
七
日
条
に
は
、
夜
、
西
に
雲
の
よ
う
な
「
白
気
」

が
見
え
た
と
い
い
、
そ
の
時
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

日
記
に
は
日
食
記
事
が
多
い
。
日
食
の
開
始
時
刻
、
太
陽
が
も
っ

あ

和

（
２
）

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

五
八



と
も
大
き
く
欠
け
た
時
刻
、
終
了
時
刻
、
日
食
の
程
度
な
ど
を
記
録

す
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、「
伊
勢
暦
」
な
ど
暦
の
記
載
を
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
転
載
し
た
よ
う
で
あ
る
。
浦
が
実
際
に
日
食
を
見
た
か
は
不
明

だ
が
、
日
食
が
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
え
る
。
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
十
一
月
一
日
条
（
官
記
（
62
の
31
））
に
は
、
こ

の
日
が
日
食
の
た
め
、
前
例
に
従
い
予
定
の
「
手
子
中
熨
斗
之
義
」

を
延
期
し
、そ
れ
を
事
前
に
通
知
し
た
と
あ
る
。「
手
子
中
熨
斗
之
義
」

の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
何
ら
か
の
定
例
の
儀
式
が
日
食
に
よ
り
延
期

さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

【
記
事
】
55
・

67
／
（
日
食
）
54
・
56
・
57
・
58
・
59
・
60
・
62
・
68

⑦
渡
辺
諄
「
日
記
」（
隅
家
文
書
８
・
11
・
12
）

渡
辺
新
七
（
諄
）
は
、
萩
藩
の
下
級
藩
士
（
無
給
通
・
身
柄
一
代

遠
近
付
）
で
あ
っ
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
分
限
帳
に
よ
れ

ば
、
禄
高
二
七
石
一
升
六
合
、
三
一
才
で
あ
る
。
居
宅
は
熊
毛
宰
判

塩
田
村
（
現
光
市
塩
田
）
に
あ
っ
た
が
、
勤
務
の
た
め
萩
・
山
口
に

居
住
す
る
期
間
も
長
く
、ま
た
世
子
毛
利
元
徳
の
御
供
を
命
じ
ら
れ
、

江
戸
、
京
、
大
坂
に
出
向
く
こ
と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。

彼
は
嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

か
ら
明
治
二
十
八
年(

一
八
九
五)

ま

で
の
日
記
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
幕
末
期
の
日
記
三
冊
に
彗
星

に
関
す
る
記
事
を
発
見
で
き
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
に
も
目

撃
し
た
彗
星
の
図
を
書
き
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。安
政
五
年
八
月
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
、
同
二
年
八
月
と
短
期
間
に
三
度
も

彗
星
を
目
撃
し
た
渡
辺
は
、
時
代
が
大
き
く
変
わ
る
予
兆
と
し
て
こ

れ
ら
を
捉
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
記
事
】
63
・
66
・
69

⑧
「
有
武
日
記
」（
多
賀
社
文
庫
1202‐

１
～
1203‐

６
）

大
内
氏
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
る
山
口
五
社
の
一
つ
、
多

賀
神
社
の
大
宮
司
高
橋
有
武
の
日
記
で
あ
る
。文
政
六
年(

一
八
二
三
）

か
ら
天
保
十
年(

一
八
三
九)

ま
で
の
一
二
冊
が
残
る
。
『
山
口
市
史

史
料
編

近
世
１
』（
山
口
市

二
〇
〇
八
年
）
に
文
政
二
～
天
保
二

年
分
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
同
書
「
史
料
解
題
」
は
、
本
史
料
に
つ

き
、「
山
口
を
中
心
に
、
領
内
諸
所
に
お
け
る
市
井
の
で
き
ご
と
が
さ

ま
ざ
ま
記
載
」
さ
れ
て
お
り
、「
都
市
社
会
史
研
究
の
う
え
で
貴
重
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
民
衆
意
識
や
政
治
意
識
な
ど
ま
で
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
評
価
す
る
。
日
記
に
は
彗
星
関
係
の
記
事

が
五
つ
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
彗
星
の
出
現
を
戦
乱
や
吉
事
と
関
連

づ
け
た
記
述
が
み
え
る
（
43
・
47
）。

【
記
事
】
41
・
44
・
47
・
48
・
53

Ｃ

年
代
記

⑨
「
元
文
後
記
」（
多
賀
社
文
庫
1197
）

多
賀
社
文
庫
は
、
多
賀
神
社
の
大
宮
司
家
高
橋
家
で
形
成
さ
れ
た

文
書
群
で
あ
る
。「
元
文
後
記
」
は
そ
の
中
に
残
る
年
代
記
で
、
元
文

二
～
宝
暦
十
三
年
（
一
七
三
七
～
六
三
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を

文あ

元

（
３
）

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

五
九



 

記
録
す
る
。
多
賀
社
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
同
宮
司
家
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
、
藩
主
お
よ
び
藩
主
一
族
の
動
向
、
藩
重

役
の
任
免
記
事
の
ほ
か
、
山
口
周
辺
を
中
心
に
藩
内
寺
社
の
祭
礼
、

開
帳
、
普
請
の
記
事
が
豊
富
に
み
え
る
。
自
然
現
象
、
火
災
、
病
気

の
流
行
な
ど
の
記
事
も
あ
る
。
こ
の
中
に
彗
星
の
記
事
、
日
食
の
記

事
が
み
え
る
。 

な
お
、
多
賀
社
文
庫
に
は
同
様
の
年
代
記
「
安
永
後
記
」（
多
賀
社

文
庫
1198
）
も
あ
る
。
安
永
三
～
天
明
元
年
（
一
七
七
四
～
八
一
）
の

記
事
を
収
録
す
る
が
、
こ
れ
に
は
天
文
関
係
記
事
は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。 

【
記
事
】
20
・
21
・
23 

 

⑩
「
宝
暦
後
記
」（
安
部
家
文
書
138

） 

江
戸
時
代
、
山
口
町
の
大
年
寄
役
を
勤
め
、
屋
敷
が
本
陣
と
し
て

使
用
さ
れ
る
な
ど
、
町
を
代
表
す
る
町
人
で
あ
っ
た
安
部
家
の
文
書

に
残
る
年
代
記
で
あ
る
。
宝
暦
十
四
～
安
永
二
年
（
一
七
六
四
～
七

三
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
記
録
す
る
。
山
口
町
お
よ
び
そ
の
周

辺
諸
村
の
出
来
事
と
し
て
、
寺
社
関
係
記
事
（
祭
礼
、
開
帳
、
普
請

な
ど
）、
芝
居
な
ど
芸
能
関
係
記
事
、
災
害
関
係
の
記
事
な
ど
多
様
な

内
容
が
収
録
さ
れ
る
。
表
紙
に
は
「
有
吉
氏
」
と
あ
る
。
本
記
録
は

安
部
家
が
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
有
吉
家
に
伝
来
し
た
も
の
が

安
部
家
に
渡
り
（
借
用
か
）、
そ
の
ま
ま
安
部
家
に
伝
来
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
内
容
的
に
は
多
賀
社
文
庫
「
元
文
後
記
」

「
安
永
後
記
」
に
近
く
、
時
代
的
に
も
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ

る
。
全
文
が
『
山
口
市
史 

史
料
編 

近
世
１
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
録
に
は
天
文
関
係
記
事
が
五
つ
み
え
る
。 

【
記
事
】
24
・
25
・
29
・
30
・
31 

 

⑪
「
異
録
」（
柳
井
市
金
屋
小
田
家
文
書
909

） 

岩
国
藩
の
商
都
柳
井
津
町
の
有
力
町
人
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期

に
は
勤
功
に
よ
り
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
小
田
家
に
伝
来
し
た
文

書
の
中
に
残
る
。
嘉
永
三
～
安
政
元
年(

一
八
五
〇
～
五
四)

の
柳
井

津
ほ
か
各
地
で
の
出
来
事
、
大
風
、
洪
水
、
大
地
震
等
の
自
然
災
害
、

ペ
リ
ー
来
航
、
将
軍
薨
御
、
近
隣
神
社
の
祭
礼
な
ど
様
々
な
記
事
が

み
え
る
。
そ
の
中
に
嘉
永
六
年(

一
八
五
三
）
七
月
下
旬
、
柳
井
津
で

目
撃
さ
れ
た
彗
星
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
図
も
描
か
れ
て
い
る
。 

【
記
事
】
61 

 

Ｄ 

そ
の
他 

⑫
「
風
説
書
写
」（
宇
野
家
文
書
12
） 

江
戸
時
代
、
萩
藩
熊
毛
宰
判
下
久
原
村
（
現
岩
国
市
）
に
居
を
構

え
、
幕
末
に
近
隣
諸
村
の
庄
屋
を
務
め
た
宇
野
家
に
残
さ
れ
た
文
書

「
風
説
書
写
」
の
中
に
、
安
政
五
年(

一
八
五
八)

八
月
、
ド
ナ
チ
彗

星
を
観
測
し
た
時
の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ド
ナ
チ
彗
星
は
と

て
も
大
き
な
彗
星
で
あ
っ
た
。
当
時
七
九
才
の
記
主
（
名
前
の
記
載

無
）
は
、「
こ
れ
ま
で
自
分
は
三
回
『
掃
木
星
（
ほ
う
き
星
）』
を
見

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

六
〇



 

た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
大
き
な
も
の
は
初
め
て
見
た
」

と
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
、「
古
今
の
『
珍
星
』
だ
と
世
間
で
評
判
に
し

て
い
る
」
と
も
記
す
。
十
八
世
紀
後
期
～
十
九
世
紀
中
期
を
生
き
た

人
物
が
、
生
涯
三
回
彗
星
を
見
た
と
述
べ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。 

【
記
事
】
65 

 

⑬
「
彗
星
之
説
」（
内
田
家
文
書
和
漢
174

） 

江
戸
時
代
後
半
、
萩
藩
小
郡
宰
判
台
道
村
（
現
防
府
市
）
の
庄
屋

を
務
め
た
内
田
家
の
文
書
に
残
る
も
の
。
年
欠
（
幕
末
ヵ
）
で
記
主

も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
、「
去
ル
七
月
」、
戌
亥
（
西

北
）
の
方
角
に
毎
夜
現
れ
た
「
木
曜
星
」
を
「
豊
年
の
吉
星
」
と
す

る
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

記
主
は
、
こ
の
星
を
「
ほ
う
き
星
」
と
呼
ん
だ
り
、「
悪
星
」
と
み

な
す
こ
と
は
間
違
い
だ
と
し
、
昔
、
陰
陽
師
安
倍
清
明
の
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。
か
つ
て
こ
の
星
が
出
現
し
た
際
、
人
々
が

「
悪
星
が
出
た
」
と
嘆
く
と
、
清
明
は
そ
れ
を
否
定
し
、
こ
れ
は
「
吉

星
」
で
あ
り
、「
こ
の
星
を
信
じ
、
祭
り
奉
る
も
の
は
『
大
福
長
者
』

に
な
る
こ
と
間
違
い
な
い
」、「
大
吉
星
で
あ
る
」
と
力
説
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
戌
亥
の
方
角
に
向
け
、
星
に
五
穀
（
米
・
粟
・
稗
・
大

豆
・
小
豆
）
を
捧
げ
る
と
良
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
星
が
出
現
す
る

間
は
年
々
豊
作
で
、
特
に
火
難
・
水
難
を
逃
れ
、
厄
年
に
も
少
し
も

祟
り
が
な
い
、
と
い
う
話
を
紹
介
す
る
。 

古
来
、
彗
星
の
出
現
は
、
凶
兆
（
不
吉
な
こ
と
の
ま
え
ぶ
れ
）
と

捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
一
方
で
こ
の
よ
う
に
吉
事
と
し
て
理

解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
吉
凶
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ひ
と
び
と
が
彗

星
出
現
を
天
か
ら
の
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。 

【
記
事
】
70 

 

Ｅ 

館
蔵
資
料
以
外
（
刊
本
史
料
） 

今
回
は
、基
本
的
に
館
蔵
資
料
を
調
査
対
象
と
し
た
。そ
の
結
果
、

意
外
に
一
七
世
紀
の
記
事
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
欠
を
補

う
た
め
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
以
下
の
二
点
に
も
調
査
範
囲
を
広
げ

記
事
を
探
し
て
み
た
。 

 

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』
（
山
口
県
史
民
俗
部
会
報
告
書
第
一
号 

一
九
九
四
年
） 

周
防
国
玖
珂
郡
本
郷
村
（
現
岩
国
市
）
の
品
秀
寺
の
住
職
日
野
氏

が
記
録
し
た
年
代
記
。
元
禄
九
～
延
享
三
年
（
一
六
九
六
～
一
七
四

六
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
収
録
す
る
。
原
本
は
品
秀
寺
蔵
。
報

告
書
の
解
題
で
は
「
現
在
の
山
代
地
方
を
歴
史
、
民
俗
か
ら
総
合
的

に
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
」、「
侍
や
役
人
で
な
く
、
現
地
の

庶
民
が
残
し
た
生
の
記
録
と
い
う
意
味
で
も
、
近
世
の
庶
民
生
活
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
記
録
」と
紹
介
す
る
。こ
の
記
録
に
は
、

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
前
期
に
お
け
る
天
文
現
象
に
係
る
記
事

が
み
え
る
。 

【
記
事
】
３
・
５
・
６
・
７
・
８
・
15 

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

六
一



 

 
⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
岩
国
徴
古
館
刊 

一
九
八
四
～
九
九
年
） 

「
岩
邑
年
代
記
」
は
、「
岩
国
藩
史
の
年
表
」
あ
る
い
は
「
岩
国
藩

の
年
代
記
」
と
評
さ
れ
る
。
慶
長
五
～
文
久
四
年
（
元
治
元
年
・
一

六
〇
〇
～
一
八
六
四
）
を
対
象
に
、
岩
国
周
辺
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
を
書
き
留
め
た
記
録
で
あ
る
。
岩
国
徴
古
館
に
六
部
が
保
存
さ

れ
て
お
り
、
同
館
に
よ
っ
て
『
岩
邑
年
代
記
』（
一
）
～
（
十
）
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
（『
岩
邑
年
代
記
』
凡
例
）。
一
七
～
一
八
世
紀
前
半

の
天
文
関
係
記
事
を
補
う
た
め
、『
岩
邑
年
代
記
』（
一
）
～
（
三
）

を
調
査
対
象
と
し
、
七
つ
の
記
事
を
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
本
稿

に
は
、
長
文
記
事
を
除
く
五
つ
を
掲
載
し
た
。
本
書
に
収
録
さ
れ
る

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
記
事
が
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
も

っ
と
も
古
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

【
記
事
】
１
・
２
・
４
・
11
・
14
・
19
・
22 

  

註 

（
１
）
今
年
度
も
埼
玉
県
立
文
書
館
が
企
画
展
「
天
体
観
測―

歴
史
の
な
か

の
星
と
人
び
と―

」
を
開
催
し
て
い
る
（
未
見
）。
な
お
、
山
口
県
立
山
口

博
物
館
が
所
蔵
す
る
天
文
学
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
松
尾
厚
「
山
口
博

物
館
収
蔵
の
天
文
学
史
関
連
資
料
Ⅰ 

資
料
紹
介
」（『
山
口
県
立
山
口
博

物
館
研
究
紀
要
』
第
29
号 

二
〇
〇
三
年
）。 

（
２
）
密
用
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
萩
藩
密
用
方
と
中
山
又
八
郎
の
活
動

に
つ
い
て―

藩
主
重
就
期
に
お
け
る
密
用
方
設
置
前
後
の
動
向
」（『
山
口

県
文
書
館
研
究
紀
要
』〈
以
下
『
紀
要
』〉
第
38
号 

二
〇
一
一
年
）、「
寛

政
～
文
化
期
前
半
に
お
け
る
萩
藩
密
用
方
に
つ
い
て
」（『
紀
要
』
第
39
号 

二
〇
一
二
年
）、「
萩
藩
御
宝
蔵
と
密
用
方
」（『
紀
要
』
第
44
号 

二
〇
一

七
年
）、「
丙
辰
丸
の
図
と
幕
末
期
萩
藩
密
用
方
」（『
紀
要
』
第
45
号 

二

〇
一
八
年
）。 

（
３
）
多
賀
社
文
庫
の
性
格
、
形
成
過
程
等
に
つ
い
て
は
重
田
香
澄
の
一
連

の
研
究
、「
近
世
多
賀
社
文
庫
の
目
録
二
種
に
つ
い
て―

校
割
帳
改
と
近
世

書
籍
目
録
」（『
紀
要
』
第
47
号 

二
〇
二
〇
年
）、「
近
世
多
賀
社
に
お
け

る
校
割
帳
改
に
つ
い
て―

県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
『
山
口
多
賀
大
神
宮
御
文

庫
書
目
』
の
分
析
を
と
お
し
て―

」（『
紀
要
』
第
49
号 

二
〇
二
二
年
）、

「
文
政
期
に
お
け
る
多
賀
社
文
庫
の
拡
充
と
管
理―

『
山
口
多
賀
大
神
宮

御
文
庫
書
目
』
の
検
討
か
ら―

」（『
紀
要
』
第
50
号 

二
〇
二
三
年
）
参

照
。 

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

六
二



 

○
山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事 

 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
） 

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
一
）
130

頁 

１

一一
、、
十十
月月
十十
五五
日日
、、
珍珍
星星
出出
るる  

十
月
十
五
日
、
空
に
「
珍
星
」
が
現
れ
た
。 

＊
『
天
文
』
九
月
二
十
三
日
条
に
「
大
彗
星
、
西
南
に
出
現
、
尾
半
天
に
及
ぶ
、 

十
二
月
上
旬
に
消
滅
」
と
あ
る
一
六
八
〇
年
彗
星
（
キ
ル
ヒ
彗
星
）
か
。 

＊
十
七
世
紀
の
大
彗
星
の
ひ
と
つ
。〈
岩
村
〉 

天
和
二
年
（
一
六
八
二
） 

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
一
）
134

頁 

２

一一
、、
二二
月月
廿廿
二二
日日
夜夜
、、
光光
りり
物物
、、
諸諸
国国
同同
前前  

二
月
二
十
二
日
夜
、（
空
に
）
光
る
も
の
が
見
え
た
。
諸
国
も
同
様
で
あ
っ
た
。 

＊
流
れ
星
で
も
特
に
明
る
い
火
球
か
。〈
岩
村
〉 

 

元
禄
九
年(

一
六
九
六) 

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』 

３

同同
二二
月月
ニニ
旗旗
星星
出出
ルル  

二
月
、「
旗
星
」
が
現
れ
た
。 

 

宝
永
四
年(

一
七
〇
七)  

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
二
）
55
頁 

４

一一
、、
三三
月月
十十
三三
日日
、、
髭髭
ふふ
るる
、、
鹿鹿
のの
毛毛
のの
ごご
とと
しし  

三
月
十
三
日
、（
空
か
ら
）
ヒ
ゲ
が
ふ
っ
て
き
た
。
鹿
の
毛
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

＊
火
山
噴
出
物
の
「
ペ
レ
の
毛
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
記
事
６
も
同
じ
。〈
岩
村
〉 

 

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』 

５

同同
十十
一一
月月
二二
日日
ノノ
夜夜
、、
旗旗
星星
出出
ルル  

十
一
月
二
日
夜
、「
旗
星
」
が
現
れ
た
。 

 
宝
永
五
年(

一
七
〇
八) 

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』 

６

同同
五五
年年
四四
月月
朔朔
日日
ニニ
天天
ヨヨ
リリ
ヒヒ
ゲゲ
降降
ルル
。。
白白
赤赤
ノノ
二二
色色
、、
長長
ササ
壱壱
寸寸
四四
五五  

歩歩
アア
リリ  

【
凡 

例
】 

・年
／
出
典
／
史
料
／
口
語
訳
／
＊
（注
記
）の
順
に
掲
げ
た
。 

・年
月
日
は
資
料
の
表
記
を
示
し
た
（こ
の
た
め
西
暦
と
の
ズ
レ
が
あ

る
）。 

・出
典
に
付
し
た
○
番
号
は
、
前
掲「
天
文
関
係
記
事
が
あ
る
資
料
の
概

要
」で
の
番
号
に
対
応
す
る
。 

・史
料
は
９
ｐ
太
字
で
示
し
、
冒
頭
に
通
番
１
～
70
を
付
し
た
。 

・史
料
に
続
け
て
口
語
訳
を
８
ｐ
で
示
し
た
。 

・＊
（注
記
）に
は
、『
近
世
日
本
天
文
史
料
』（『
天
文
』と
略
記
）よ
り
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
彗
星
が
あ
る
場
合
そ
の
記
事
を
引
用
し
た
。
ま

た
、
各
記
事
に
関
し
、
山
口
博
物
館
岩
村
和
政
氏
か
ら
助
言
を
受
け

た
内
容
を
掲
載
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は〈
岩
村
〉と
注
記
し
た
。 

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　（
山
﨑
）

六
三



 

宝
永
五
年
四
月
一
日
に
空
か
ら
ヒ
ゲ
（
の
よ
う
な
も
の
）
が
降
っ
て
き
た
。
白
赤

二
色
で
長
さ
は
一
寸
四
、
五
歩
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

 

７

同同
三三
月月
廿廿
三三
日日
、、
天天
ニニ
日日
輪輪
二二
ツツ
出出
ルル
トト
云云
フフ
。。
朝朝
五五
ツツ
時時
分分  

同
年
三
月
二
十
三
日
、
空
に
日
輪
が
二
つ
出
た
と
い
う
。
朝
五
ツ
頃
（
午
前
八

時
頃
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

＊
ハ
ロ
（
日
暈
。
太
陽
や
月
の
光
が
水
晶
で
屈
折
し
て
生
ま
れ
る
光
の
現
象
） 

か
。〈
岩
村
〉 

 

享
保
十
七
年(

一
七
三
二) 

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』 

８

同同
七七
月月
十十
五五
日日
〔〔
十十
五五
〕〕
夜夜
ノノ
日日
、、
四四
ツツ
過過
ギギ
ニニ
月月
ニニ
輪輪
出出
来来
ルル
事事
、、
月月

ノノ
暈暈
ノノ
如如
シシ
、、月月
ノノ
輪輪
ノノ
中中
ニニ
火火
焔焔
充充
満満
スス
、、其其
火火
焔焔
ノノ
中中
ニニ
三三
ツツ
ノノ〔〔
黒黒
〕〕

丸丸
、、
カカ
ゼゼ
アア
リリ
テテ
燃燃
ルル
事事
、、
不不
動動
明明
王王
ノノ
後後
光光
ノノ
如如
シシ
、、
煙煙
草草
半半
服服
呑呑
ムム

間間
ダダ
ナナ
リリ
、、
是是
レレ
ヲヲ
踊踊
リリ
子子
能能
クク
ミミ
ルル
事事
不不
思思
議議
ナナ
リリ
シシ
事事
ドド
モモ
ナナ
リリ
、、

是是
偏偏
ニニ
田田
方方
ノノ
稲稲
ノノ
焦焦
枯枯
ルル
ヽヽ
瑞瑞
相相
ナナ
ララ
〔〔
ンン
〕〕  

  

七
月
十
五
日
夜
、
四
ツ
過
（
午
後
十
時
過
ぎ
）
に
月
に
輪
が
か
か
る
現
象
が
見

え
た
。
月
の
暈
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
月
の
輪
の
中
に
炎
が
充
満
し
、
そ
の
炎
の

中
に
三
つ
の
丸
（
黒
丸
）
が
み
え
、
風
で
そ
の
炎
が
燃
え
る
様
子
は
、
あ
た
か

も
不
動
明
王
の
後
光
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
煙
草
を
半
服
吸
う
間
の
出
来

事
だ
っ
た
。
こ
の
現
象
を
（
こ
の
日
の
盆
踊
り
で
の
）
踊
り
子
が
よ
く
見
る
こ

と
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
っ
と
田
の
稲
枯
れ
の
前
兆
で
あ
ろ
う
。 

＊
月
の
周
辺
に
現
れ
た
ハ
ロ
（
月
暈
）
や
幻
月
な
ど
の
現
象
か
。〈
岩
村
〉 

元
文
二
年(

一
七
三
七) 

①
「
毛
利
家
年
表
」 

９

正正
月月
、、
彗彗
星星
西西
方方
ニニ
出出
ルル  

正
月
、
彗
星
が
西
の
空
に
現
れ
た
。 

 

②
「
草
舎
年
表 

五
」 

10
正正
月月
、、
彗彗
星星
西西
方方
ニニ
出出
ルル  

 

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
三
）
５
頁 

11
一一
、、
正正
月月
中中
旬旬
、、
彗彗
星星
西西
方方
にに
出出  

 

＊
『
天
文
』
正
月
四
日
条
に
「
彗
星
出
現
」、
同
じ
く
八
日
条
に
「
彗
星
、
西

南
に
出
現
、
下
旬
に
至
る
」
と
あ
る
一
七
三
七
年
第
一
彗
星
（
ブ
ラ
ッ
ド
リ

ー
彗
星
）
か
。 

 

寛
保
二
年(

一
七
四
二) 

①
「
毛
利
家
年
表
」 

12
正正
月月
、、
彗彗
星星
見見  

 

②
「
草
舎
年
表 

五
」 

13
正正
月月
、、
彗彗
星星
見見
テテ
、、
河河
鼓鼓  

正
月
、
彗
星
が
見
え
た
。
河
皷
（
中
国
の
星
座
）
の
方
角
で
あ
っ
た
。 

 

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
三
）
55
頁 

14
（
同
年
正
月
条
に
彗
星
の
記
事
あ
り
。
省
略
） 

＊
『
天
文
』
正
月
二
十
二
日
条
に
「
彗
星
、
東
北
に
出
現
、
長
さ
三
尺
、
二
月

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

六
四



に
及
ぶ
」
と
あ
る
一
七
四
二
年
彗
星
か
。

＊
『
天
文
』
掲
載
の
「
紫
芝
園
漫
筆
」
に
「
正
月
、
彗
星
見

於
河
皷
南
及
河

皷

」
と
あ
り
。

寛
保
三
年(
一
七
四
三)

⑭
『
日
野
氏
録
誌
』

寛
保保
三三
癸癸
亥亥
十十
二二
月月
中中
旬旬
ヨヨ
リリ
、、
西西
アア
ガガ
リリ
ノノ
方方
ニニ
光光
リリ
ヲヲ
引引
星星
出出
ルル
、、

宵
ノノ
五五
ツツ
時時
分分
迄迄
ニニ
入入
、、
其其
引引
光光
目目
渡渡
シシ
十十
四四
五五
間間
ニニ
モモ
見見
エエ
、、
不不
思思

議議
トト
沙沙
汰汰
スス
、、
世世
間間
ニニ
ハハ
帚帚
キキ
星星
トト
云云
ヘヘ
リリ
、、
萩萩
ヨヨ
リリ
御御
芳芳
書書
ニニ
ハハ
客客

星星
トト
云云
ヘヘ
リリ
、、
翌翌
年年
正正
月月
六六
日日
迄迄
アア
リリ
、、
七七
日日
暁暁
ヨヨ
リリ
ハハ
光光
リリ
ババ
カカ
リリ

アア
リリ
、、
ハハ
ヤヤ
宵宵
ノノ
程程
山山
端端
ニニ
入入
、、
ミミ
ヘヘ
ズズ
、、
是是
翌翌
年年
正正
月月
中中
旬旬
ニニ
九九
州州

ヘヘ
クク
ダダ
ルル
事事
フフ
レレ
申申
ハハ
、、
市市
ヨヨ
リリ
戌戌
亥亥
ニニ
アア
タタ
リリ
乱乱
ノノ
元元
トト
、、
又又
歌歌
ニニ
、、

彼彼
星星
ヲヲ 

 
 
 

皆皆
人人
ガガ 

帚帚
キキ
星星
トト
ハハ
アア
ヤヤ
ママ
リリ
ヨヨ 

 
 
 
 
 

秋秋
田田
ノノ
稲稲
ヲヲ
タタ
ババ
ネネ
〔〔
ノノ
〕〕
シシ
星星 

トト 

 
 
 

彼彼
星星
タタ
ババ
ネネ
熨熨
斗斗
ノノ
如如
クク
ナナ
レレ
ババ
ナナ
リリ 

 

寛
保
三
年
十
二
月
中
旬
よ
り
、
西
の
空
の
高
い
位
置
に
光
を
引
く
星
が
現
れ
た
。

宵
の
五
ツ
時
（
午
後
八
時
）
ま
で
に
地
平
に
隠
れ
た
。
星
が
引
く
光
は
、
目
渡

し
一
四
、
五
間
も
の
長
さ
に
見
え
、
不
思
議
な
こ
と
だ
と
皆
が
語
り
合
っ
た
。

世
間
で
は
こ
れ
を
ほ
う
き
星
と
言
っ
た
。
萩
か
ら
の
文
書
に
は
「
客
星
」
と
記

し
て
あ
っ
た
。
翌
年
正
月
六
日
ま
で
見
え
た
。七
日
の
暁
に
は
光
だ
け
が
見
え
、

宵
の
こ
ろ
に
は
山
の
端
に
入
り
見
え
な
く
な
っ
た
。
翌
年
の
正
月
中
旬
に
は

（
星
が
）九
州
方
面
に
下
っ
て
い
く
と
う
わ
さ
が
広
が
る
と
、（
九
州
方
面
は
）

市
（
本
郷
市
ヵ
）
よ
り
戌
亥
の
方
角
に
あ
た
る
の
で
、（
こ
の
星
の
出
現
は
）

乱
の
元
に
な
る
だ
ろ
う
（
と
ひ
と
び
と
が
語
り
あ
っ
た
）。
ま
た
、
こ
の
星
を

歌
に
詠
ん
で
、

 
 
 
 

こ
の
星
を
ひ
と
び
と
が
「
ほ
う
き
星
」
と
言
う
の
は
誤
り
で
あ
る
、
秋
の

田
の
稲
を
束
ね
る
星
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
星
が
「
束
熨
斗

（
た
ば
ね
の
し
）」
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊
「
是
翌
年
正
月
」
以
下
は
か
な
り
言
葉
を
補
い
解
釈
し
て
い
る
。

①
「
毛
利
家
年
表
」

16
十十
一一
月月
、、
彗彗
星星
見見
、、
于于
東東
国国
到到
来
、
子
正
月
諸
国
見
之之 

十
一
月
、
彗
星
が
見
え
た
。（
ま
ず
）
東
国
で
目
撃
さ
れ
た
。
子
（
延
享
元
年
）

正
月
に
は
諸
国
で
目
撃
さ
れ
た
。

②
「
草
舎
年
表

五
」

17
十十
一一
月月
、、
彗彗
星星
見
テ
東
壁
ニ
至
来
、、
正正
月月
日日
本本
国国
見見
之之 

十
一
月
、
彗
星
が
見
え
た
。（
ま
ず
）
東
の
空
で
目
撃
さ
れ
た
。（
延
享
元
年
）

正
月
に
は
日
本
全
国
で
目
撃
さ
れ
た
。

③
「
年
表
」
／
月
の
記
載
は
無
し

18
珍珍
星星
出出 

 

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
三
）
96
～
98
頁

（
延
享
元
年
条
に
「
異
星
出
現
の
事
」
と
し
て
寛
保
三
年
彗
星
に
関
す
る
長
文
の

記
事
あ
り
。
省
略
）

＊
15
～
19
は
『
天
文
』
十
月
十
日
条
に
「
大
彗
星
西
方
に
出
現
、
尾
長
く
翌

年
正
月
に
及
ぶ
」と
あ
る
一
七
四
四
年
彗
星（
ク
リ
ン
ケ
ン
ベ
ル
彗
星
）か
。

見

河

二

皷

と

一

⑭寛宵
15

⑮（
19

来

子
正
月
諸
国
見

（
延
享
元
年
）

」
見
テ
東
壁
ニ
至
来

（
マ

マ
）

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

六
五



延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

⑨
「
元
文
後
記
」

20
八八
・・
九九
月月
比比
ゟゟ
はは
ゝゝ
きき
星星
出出
現
、、
丑
年
正
月
七
日日
迄迄 

八
～
九
月
頃
か
ら
ほ
う
き
星
が
現
れ
た
。
翌
年
正
月
七
日
ま
で
み
え
た
。

*

『
天
文
』
延
享
元
年
六
月
条
に
「
客
星
、
心
・
尾
宿
の
間
に
出
現
」、
同
二
年

正
月
上
旬
に
「
煙
の
如
く
光
る
怪
星
、
西
に
出
現
、
四
月
に
及
ぶ
」
と
あ
る
。

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

⑨
「
元
文
後
記
」

21
七七
月月
廿廿
七七
日日
、、
夜夜
五五
ツツ
時時
、、
火火
玉玉
飛飛 

七
月
二
十
七
日
、
夜
五
ツ
時
（
午
後
八
時
頃
）、
空
に
火
の
玉
が
飛
ん
だ
。

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）

⑮
『
岩
邑
年
代
記
』（
三
）

22
一一
、、
八八
月月
廿廿
九九
日日
夜夜
、、
火火
玉玉
ぬぬ
けけ
候候
事事 

八
月
二
十
九
日
夜
、（
空
に
）
火
玉
が
飛
ん
だ
。

宝
暦
十
三
年(

一
七
六
三) 

⑨
「
元
文
後
記
」

九
月
朔朔
日日
朝朝
五五
ツツ
時時
、、
日日
食食
有有
之之
、、
六六
、、
七七
歩歩
計計
、、
暦暦
ニニ
ハハ
見見
へへ
不不
申申 

候
事 九

月
一
日
朝
五
ツ
時
（
午
前
八
時
頃
）
日
食
が
あ
っ
た
。
食
甚
は
六
、
七
歩
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
暦
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
日
食
だ
っ
た
。

＊
西
暦
一
七
六
三
年
十
月
七
日
。〈
岩
村
〉

明
和
元
年(

一
七
六
四) 

⑩
「
宝
暦
後
記
」

十
一一
月月
、、
日日
輪輪
於於
京京
都都
三三
ツツ
出出
現現
之之
由由
、、
大大
坂坂
ニニ
てて
ハハ
弐弐
つつ
出出
現現 

十
一
月
、
京
都
で
日
輪
が
三
つ
現
れ
た
。
大
坂
で
は
二
つ
で
あ
っ
た
。

＊
太
陽
周
辺
に
現
れ
た
ハ
ロ
や
ア
ー
ク
の
類
か
。〈
岩
村
〉

明
和
六
年(

一
七
六
九) 

⑩
「
宝
暦
後
記
」

七
月月
比比
ゟゟ
はは
ゝゝ
きき
星星
出出
現現
相相
成成
候候
、、
東東
方方
ゟゟ
出出
始始
てて
、、
壱壱
間間
計計
とと
見見
へへ

申
候
所所
ニニ
、、
後後
程程
長長
くく
相相
成成
、、
夜夜
中中
八八
ツツ
時時
ゟゟ
明明
方方
迄迄
見見
へへ
申申
候候
、、
後後

程程
おお
そそ
くく
出出
現現
、、
某某
事事
もも
七七
月月
廿廿
六六
日日
見見
初初
申申
候候
、、
八八
月月
廿廿
二二
三三
日日
比比

ゟゟ
見見
へへ
不不
申申
候候
事事
、、
或或
曰曰
、、
いい
なな
星星
、、
五五
穀穀
星星
、、
軍軍
星星
なな
とと
ゝゝ
色色
々々
御御

噂噂
申申
候候
事事

 

九九
月月
初初
方方
ゟゟ
日日
本本
国国
中中
風風
気気
はは
やや
りり
申申
候候 

十十
月月
中中
比比
ゟゟ
西西
天天
にに
又又
はは
ゝゝ
きき
星星
出出
現現
有有
之之
、、
暮暮
六六
つつ
時時
ゟゟ
五五
ツツ
時時
迄迄
、、

十十
月月
末末
よよ
りり
ハハ
見見
へへ
不不
申申
候候 

七
月
頃
よ
り
ほ
う
き
星
が
現
れ
た
。
東
の
方
か
ら
出
始
め
、（
最
初
、
そ
の
尾

の
長
さ
は
）一
間
ば
か
り
に
見
え
て
い
た
が
、後
に
な
る
ほ
ど（
尾
の
長
さ
は
）

長
く
な
っ
た
。
某
（
記
主
）
も
七
月
二
十
六
日
に
初
め
て
こ
の
ほ
う
き
星
を
見

た
。
八
月
二
十
二
、
二
十
三
日
頃
か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
星
の
こ
と
を

人
々
は
、「
稲
星
」、「
五
穀
星
」、「
軍
星
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
噂
し
あ
っ
た
。

九
月
初
め
頃
か
ら
日
本
国
中
で
風
邪
が
流
行
し
た
。

十
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
西
の
空
に
ふ
た
た
び
ほ
う
き
星
が
現
れ
た
。
暮
れ
六
つ

現

年

七

（
延
享
二
年
）

⑨候
23

⑩十

24

⑩七申
25

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
え
る
近
世
天
文
関
係
記
事
　︵
山
﨑
︶

六
六



（
午
後
六
時
）
か
ら
五
つ
時
（
午
後
八
時
）
頃
ま
で
見
え
、
十
月
末
に
は
見
え

な
く
な
っ
た
。

③
「
年
表
」
／
本
年
八
月
と
九
月
の
間
の
条
文

26
彗彗
星星
出出
ルル 

 

①
「
毛
利
家
年
表
」

27
秋秋
、、
彗彗
星星
見見 

②
「
草
舎
年
表

五
」

28
初初
秋秋
、、
彗彗
星星
見見 

＊
25
～
28
は
、『
天
文
』
六
月
条
に
「
大
彗
星
、
六
月
中
旬
よ
り
出
現
、
尾
長

さ
数
十
度
、
八
月
上
旬
に
及
ぶ
」
と
あ
る
一
七
六
九
年
彗
星
か
。

明
和
七
年(

一
七
七
〇)

⑩
「
宝
暦
後
記
」

六
月月
初初
ゟゟ
異異
星星
出出
現現
、、
或或
曰曰
、、
其其
形
如
眼眼
気気
とと
いい
へへ
りり
、、
趣
ハハ
不不
知知
、、

星
ノノ
まま
ハハ
りり
月月
のの
笠笠
のの
如如
くく
、、
おお
ほ
ろ
月
の
如
し
、
六
月
十
二二
日日
迄迄
慥慥

ニニ
拝拝
見見
せせ
しし
ニニ
、、
十十
三三
日日
四四
日日
比比
ゟゟ
ハハ
夜夜
ふふ
けけ
人人
しし
つつ
まま
りり
てて
、、
八八
つつ

七七
つつ
時時
分分
北北
ノノ
方方
へへ
見見
へへ
申申
候候
、、
出出
仕仕
舞舞
之之
夜夜
もも
北北
ノノ
方方
ニニ
出出
現現
、、
十十

五五
六六
日日
比比
ゟゟ
ハハ
出出
現現
無無
之之
、、 

六六
月月
十十
三三
日日
、、
星星
東東
ゟゟ
月月
のの
輪輪
江江
近近
寄寄
候候
様様
見見
へへ
申申
候候
所所
ニニ
、、
五五
つつ
過過 

ニニ
輪輪
之之
内内
江江
入入
、、
頓頓
而而
西西
方方
江江
出出
現現
相相
成成
、、
不不
思思
議議
之之
事事
ニニ
てて
有有
之之 

六
月
初
め
よ
り
空
に
異
星
が
現
れ
た
。
そ
の
形
は
ま
げ
（
髷
）
よ
う
で
あ
っ
た

と
も
い
う
が
、
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
星
の
回
り
は
月
に
笠
が
か
か
っ
た

よ
う
で
、
あ
た
か
も
お
ぼ
ろ
月
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
六
月
十
二
日
ま
で
は
た
し

か
に
見
え
、
十
三
、
四
日
頃
か
ら
は
、
夜
更
け
、
人
々
が
寝
静
ま
っ
た
八
ツ
、

七
ツ
（
午
前
二
～
四
時
頃
）
に
北
の
空
に
見
え
た
。
最
後
に
見
え
た
夜
も
北
の
空

で
あ
っ
た
。
十
五
、
六
日
こ
ろ
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
六
月
十
三
日
、
星
は
東

か
ら
月
の
輪
に
近
寄
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
が
、
五
ツ
過
ぎ
（
午
後
八
時
過
ぎ
）

に
輪
の
中
に
入
り
、
や
が
て
西
の
空
に
現
れ
た
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

＊
『
天
文
』
六
月
二
日
条
に
「
大
彗
星
、
北
天
に
出
現
」
と
あ
る
一
七
七
〇
年

第
一
彗
星
（
レ
ク
セ
ル
彗
星
）
か
。

安
永
元
年(

一
七
七
二) 

⑩
「
宝
暦
後
記
」

七
月月
比比
ゟゟ
異異
星星
出出
現現
、、
形
眼
気
、、
寅
年
六
月
比
出
現
、、
い
さ
ひ
前
記
、、

当
年年
二二
三三
月月
比比
、、
異異
星星
出出
現現
趣趣
江江
戸戸
ゟゟ
申申
来来
、、
北北
方方
ニニ
出出
現現
、、
夜夜
中中
七七

ツツ
時時
分分
とと
申申
事事
ニニ
候候
、、
殊殊
之之
外外
善善
星星
成成
由由
、、
丑丑
卯卯
巳巳
未未
酉酉
五五
人人
之之
者者
祭祭

りり
てて
大大
にに
吉吉
事事
とと
申申
来来
候候
事事 

七
月
頃
か
ら
異
星
が
出
現
し
た
。
髷
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
。
明
和
七
年
六
月

頃
に
現
れ
た
異
星
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
を
前
に
記
し
た
。
当
年
の
二
、
三

月
頃
、
異
星
が
現
れ
る
と
い
う
話
が
江
戸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
北
の
空
に
夜

中
七
ツ
頃
（
午
前
四
時
頃
）
に
現
れ
る
と
い
う
。（
こ
の
星
は
）
こ
と
の
ほ
か

「
善
星
」（
良
い
こ
と
の
前
兆
を
示
す
星
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
丑
・
卯
・
巳
・

形
眼
気

寅
年
六
月
比
出
現

い
さ
ひ
前
記

（
目
気
）

（
明
和
七
年
） 

 
 
 
 
 
 
  

（
委

細
）

六星
29

形
如

趣

ろ
月
の
如
し
、
六
月
十

（
目
気
、
髷
の
意
ヵ
）

七当
30
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未
・
酉
年
（
の
生
ま
れ
）
の
五
人
が
こ
の
星
を
祀
る
と
大
い
に
吉
事
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

＊
『
天
文
』
に
は
こ
の
年
の
彗
星
記
事
な
し
。

＊
西
暦
一
七
七
二
年
三
月
八
日
発
見
の
ビ
エ
ラ
彗
星
か
。〈
岩
村
〉

安
永
二
年(

一
七
七
三) 

⑩
「
宝
暦
後
記
」

31
八八
月月
比比
ゟゟ
異異
星星
出出
現現
、、
如
眼
気
と
有
之之
分
、
寅
年
ノ
六
月
出出
現
、
辰
七
八

月月
比比
出出
現現
、、
又又
此此
度度
以以
上上
三三
度度 

八
月
頃
に
異
星
が
現
れ
た
。
髷
の
よ
う
な
形
の
異
星
が
明
和
七
年
六
月
に
現
れ
、

安
永
元
年
七
、
八
月
に
も
出
現
し
、
今
回
が
三
度
目
で
あ
っ
た
。

享
和
元
年(

一
八
〇
一)

⑤
「
密
局
日
乗
」
二
月
四
日
条

32
一一
、、
今今
夜夜
、、
星星
月月
ヲヲ
貫貫
クク
、、
月月
光光
常常
ニニ
変変
リリ
、、
暫暫
シシ
テテ
星星
スス
リリ
違違
ヒヒ
候候 

今
夜
、
星
が
月
を
貫
い
た
（
月
を
横
切
っ
た
よ
う
に
み
え
た
）
。
月
光
が
通
常
と
は

異
な
っ
て
み
え
、
し
ば
ら
く
し
て
星
と
月
が
す
れ
違
っ
た
。

＊
西
暦
一
八
〇
一
年
三
月
十
八
日
の
金
星
食
。〈
岩
村
〉

文
化
四
年(

一
八
〇
七)

⑤
「
密
局
日
乗
」
九
月
四
日
条

33
一一
、、
此此
内内
ゟゟ
申申
ノノ
方方
ニニ
当当
、、
暮暮
過過
ゟゟ
異異
星星
顕顕
、、
五五
ツツ
時時
頃頃
西西
ノノ
方方 

 
 

へへ
入入
、、
彗彗
星星
或或
稲稲
星星
、、
形形
凡凡
左左
之之
通通 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西西 

 
 
 
 
 
 

南南 
 

【
図
】 

 
 

此此
光光
りり
凡凡
半半
間間
位位 

こ
の
こ
ろ
、申
の
方
角
に
暮
過
ぎ
か
ら
異
星
が
現
れ
た
。五
つ
時（
午
後
八
時
）

頃
か
ら
西
の
方
角
に
進
ん
だ
。
彗
星
あ
る
い
は
稲
星
と
い
う
。
形
は
左
の
図
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

（
彗
星
の
尾
の
）
光
の
長
さ
は
半
間
（
約
90
㎝
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

①
「
毛
利
家
年
表
」

34
八八
九九
月月
、、
彗彗
星星
西西
方方
出出 

八
～
九
月
、
西
の
空
に
彗
星
が
現
れ
た
。

＊
33
・
34
は
『
天
文
』
八
月
十
一
日
条
に
「
彗
星
、
西
天
に
出
現
、
南
を
指

す
、
九
月
に
及
ぶ
」
と
あ
る
一
八
〇
七
年
彗
星
（
ジ
ョ
パ
ン
ニ
彗
星
〈
岩
村
〉
）

か
。

分

寅
年
ノ
六
月

（
明
和
七
年
） 

 
 
 
 

、
辰
七
八

（
安
永
元
年
） 

 
 
 
 

如
眼
気
と
有

（
目
気
） 
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文
化
八
年(

一
八
一
一)

②
「
草
舎
年
表

七
」
八
月
条

35
仝
月
上
旬
よよ
りり
西西
北北
ニニ
当当
りり
流流
れれ
星星
出出
るる
、、
少少
しし
引引
きき
有有
之之
、、
俗俗
説説
稲稲
星星

とと
いい
ふふ 

八
月
上
旬
よ
り
西
北
の
空
に
流
れ
星
が
現
れ
た
。
少
し
光
の
尾
を
引
い
て
い
た
。

俗
説
に
稲
星
と
も
呼
ぶ
。

①
「
毛
利
家
年
表
」

36
八八
月月
二二
日日
、、
彗彗
星星
、、
北北
斗斗
ヲヲ
貫貫
出出 

八
月
二
日
、
彗
星
が
北
斗
七
星
の
辺
り
を
横
切
っ
た
。

＊
35
・
36
は
、『
天
文
』
七
月
二
十
三
日
条
に
「
大
彗
星
、
北
斗
の
近
く
に

出
現
、
紫
微
垣
、
大
微
垣
の
間
を
犯
す
、
長
さ
七
尺
、
十
月
に
至
り
て
消
滅

す
」
と
あ
る
一
八
一
一
年
第
一
彗
星
（
フ
ラ
ウ
ゲ
ル
ギ
ュ
ウ
ス
彗
星
）
か
。

文
政
二
年(

一
八
一
九)

⑤
「
密
局
日
乗
」
五
月
二
十
三
日
条

37
一一
、、
此此
頃頃
、、
萩萩
御御
城城
ゟゟ
少少
シシ
北北
之之
方方
江江
寄寄
りり
、、
乾乾
之之
方方
角角
江江
当当
リリ
翠翠
星星
現現 

ルル
、、
或或
分分
之之
云云
、、
星星
彩彩
青青
しし
てて
兵兵
乱乱
之之
兆兆
にに
非非
すす
、、
吉吉
事事
也也
とと
云云
ふふ 

 

こ
の
こ
ろ
、
萩
城
よ
り
少
し
北
の
方
角
へ
寄
っ
た
位
置
、
乾
の
方
角
に
あ
た
る

空
に
彗
星
が
現
れ
た
。
あ
る
説
に
は
、
こ
の
星
の
色
は
青
く
、
兵
乱
の
前
兆
で

は
な
い
。
吉
事
を
示
す
も
の
だ
と
い
う
。

＊
『
天
文
』
五
月
二
十
六
日
条
に
「
大
彗
星
西
北
に
出
現
、
八
月
十
一
日
暁
東

天
に
見
ゆ
」
と
あ
る
一
八
一
九
年
第
二
彗
星
（
ト
ラ
レ
ス
彗
星
〈
岩
村
〉）
か
。

文
政
四
年(

一
八
二
一)

⑤
「
密
局
日
乗
」
四
月
二
十
五
日
条

38
一一
、、
此此
節節
丑丑
之之
時時
頃頃
、、
東東
之之
方方
江江
光光
りり
をを
引引
候候
星星
出出
候候
由由 

こ
の
こ
ろ
丑
時
（
午
前
二
時
）
頃
に
東
の
空
に
光
を
引
く
星
が
現
れ
た
と
い
う
。

文
政
八
年(

一
八
二
五) 

⑤
「
密
局
日
乗
」
六
月
二
十
九
日
条

39
一一
、、
此此
節節
大大
白白
星星
、、
白白
昼昼
ニニ
顕顕
レレ
、、
日日
月月
星星
一一
同同
ニニ
見見
ゆゆ 

こ
の
こ
ろ
「
大
白
星
」
が
白
昼
に
現
れ
、
太
陽
と
月
と
星
が
一
同
に
見
え
た
。

＊
金
星
か
。
西
暦
一
八
二
五
年
七
月
二
十
九
日
（
旧
暦
六
月
十
四
日
）
が
西
方

最
大
離
角
で
、
日
中
で
も
金
星
が
見
え
や
す
い
時
期
。〈
岩
村
〉。

④
「
御
家
年
表
」

40
八八
月月
、、
彗彗
星星
出出
ルル 

八八
月月
夜夜
、、
明明
ノノ
明明
星星
三三
ツツ
アア
ララ
ワワ
ルル

八
月
に
彗
星
が
現
れ
た
。

八
月
の
夜
に
明
け
の
明
星
が
三
つ
現
れ
た
。

⑧
「
有
武
日
記
」
八
月
条
（
二
十
一
日
）

41
一一
、、
ほほ
ゝゝ
きき
ほほ
しし
、、
酉酉
のの
下下
剋剋
よよ
りり
辰辰
［［ 

 

］］
方方
にに
見見
ええ
申申
候候
、、
廿廿
一一

日日
のの
夜夜
子子
ノノ
剋剋
、、
芸芸
州州
諸諸
方方
にに
てて
船船
よよ
りり
見見
申申
候候
、、
稲稲
星星
とと
もも
申申
、、
鳳鳳

陽陽
いい
わわ
くく
、、
今今
年年
ハハ
長長
雨雨
ふふ
りり
たた
るる
ゆゆ
へへ
、、
水水
気気
のの
ここ
りり
候候
てて
五五
行行
のの

気気
天天
ニニ
移移
りり
、、
ほほ
ゝゝ
きき
ぼぼ
しし
のの
如如
くく
見見
ええ
候候
へへ
とと
もも
、、
かか
なな
［［ 

 

］］

ほほ
ゝゝ
きき
星星
にに
てて
ハハ
なな
しし
、、
星星
ハハ
もも
とと
堅堅
キキ
もも
のの
也也
、、
五五
行行
のの
気気
［［ 

 

］］

たた
るる
ゆゆ
へへ
、、
跡跡
をを
引引
候候
付付
、、
ほほ
ゝゝ
きき
星星
のの
如如
くく
ハハ
見見
ええ
候候
、、
年年
［［ 

 

］］

舎

35

旬

（
８
月
）
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のの
よよ
しし
ああ
しし
にに
よよ
るる
事事
ニニ
てて
ハハ
なな
しし
とと
いい
へへ
りり

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
う
き
星
が
酉
の
下
刻
（
午
後
七
時
頃
）
か
ら
辰[

]

の
方
角
に
見
え
た
。
八

月
二
十
一
日
夜
、
子
の
刻
（
午
前
〇
時
頃
）、
安
芸
国
の
所
々
で
船
か
ら
こ
の

星
が
見
え
た
。
稲
星
と
も
い
う
。
学
者
上
田
鳳
陽
が
言
う
に
は
、
今
年
は
長
雨

が
降
っ
た
の
で
水
気
が
残
り
、
五
行
の
気
が
天
に
移
り
、（
そ
の
結
果
）
ほ
う

き
星
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
ほ
う
き
星
で
は
な
い
。

星
は
本
来
堅
い
も
の
で
あ
る
。（
今
回
見
え
た
の
は
）
五
行
の
気
が
移
っ
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
光
り
の
尾
を
引
い
た
の
で
、
ほ
う
き
星
の
よ
う
に
見
え
た
の
で

あ
る
。
年
の
（
吉
凶
な
ど
の
）
良
し
悪
し
を
示
す
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。

＊
『
天
文
』
八
月
一
日
条
に
「
大
彗
星
、
昴
宿
・
畢
宿
の
間
に
出
現
、
九
月
末

に
及
ぶ
」
と
あ
る
一
八
二
五
年
第
四
彗
星
（
ポ
ン
（
ポ
ン
ス
）
彗
星
〈
岩
村
〉）

か
。

天
保
二
年(

一
八
三
一)

④
「
御
家
年
表
」

42
正正
月月
十十
七七
日日
、、
西西
方方
珍珍
星星
出出
、、
又又
銀銀
雲雲
如如
人人
形形 

三三
月月
廿廿
九九
日日
、、
有有
明明
光光
物物
、、 

四四
月月
六六
日日
、、
日日
輪輪
三三
ツツ
出出 

正
月
十
七
日
西
の
空
に
珍
星
が
現
れ
た
。
銀
色
の
雲
が
人
の
形
の
よ
う
だ
っ
た
。

三
月
二
十
九
日
、
有
明
の
頃
、
空
に
光
り
物
が
現
れ
た
。

四
月
六
日
、
日
輪
が
三
つ
現
れ
た
。

①
「
毛
利
家
年
表
」

43
正正
月月
十十
七七
日日
西西
方方
珍珍
星星
出出
、、
又又
銀銀
雲雲
人人
のの
字字
のの
如如
しし 

三三
月月
廿廿
九九
日日
夜夜
中中
光光
物物
不不
絶絶
、、
有有
明明
のの
如如
しし 

四四
月月
六六
日日
日日
輪輪
三三
体体
、、
出出
顕顕
のの
如如
しし 

正
月
十
七
日
西
の
空
に
珍
星
が
現
れ
た
。
銀
色
の
雲
が
人
の
字
の
よ
う
だ
っ
た

三
月
二
十
九
日
夜
中
、
絶
え
間
な
く
光
り
物
が
み
え
、
有
明
の
よ
う
だ
っ
た
。

四
月
六
日
、
日
輪
が
三
つ
現
れ
た
。

⑧
「
有
武
日
記
」
天
保
二
年
二
月
条

44
一一
、、
人人
之之
噂噂
ニニ
、、
正正
月
十
日日
之
夜
之
月月
、、
有有
明明
ニニ
而而
有有
之之
たた
るる
とと
専専
らら
申申

候候
事事
、、
籏籏
星星
とと
申申
、、
長長
ササ
五五
尺尺
計計
竿竿
もも
有有
之之
、、
夜夜
半半
のの
頃頃
、、
高高
嶺嶺
のの
空空

よよ
りり
銀銀
杏杏
谷谷
のの
通通
りり
ニニ
見見
へへ
申申
候候
よよ
しし
、、萩萩
ニニ
てて
ハハ
指指
月月
御御
城城
山山
のの
方方

ニニ
当当
候候
よよ
しし
、、
彗彗
星星
ハハ
夜夜
半半
のの
頃頃
、、
陶陶
峠峠
のの
空空
のの
通通
りり
ニニ
当当
りり
見見
へへ
候候

よよ
しし
、、
種種
々々
のの
評評
説説
有有
之之 

高高
橋橋
織織
部部
事事
、、
正正
月月
十十
七七
日日
之之
夜夜
、、
船船
中中
ニニ
てて
船船
頭頭
見見
出出
しし
候候
事事
、、

海海
中中
よよ
りり
手手
まま
りり
程程
のの
光光
りり
物物
空空
へへ
上上
りり
、、
次次
第第
々々
々々
ニニ
ヒヒ
ララ

くく
くく
籏籏
手手
のの
やや
うう
ニニ
成成
、、
終終
ニニ
ハハ
薄薄
雲雲
懸懸
りり
見見
へへ
兼兼
候候
様様
見見

たた
るる
とと
申申
候候 

人
の
う
わ
さ
に
、
正
月
十
七
日
夜
、
有
明
の
月
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
籏

星
と
い
い
、
長
さ
五
尺
ほ
ど
の
竿
（
光
の
尾
）
の
あ
る
星
が
現
れ
た
と
い
う
。

星
は
夜
半
の
こ
ろ
、
山
口
の
高
嶺
の
方
の
空
か
ら
銀
杏
谷
の
通
り
に
か
け
て
見

え
た
と
い
う
。
萩
で
は
指
月
山
城
の
山
の
方
に
星
が
み
え
た
と
い
う
。
彗
星
は

夜
半
ご
ろ
に
は
、
陶
垰
の
空
の
上
に
見
え
た
と
も
い
う
。
こ
の
星
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
評
判
が
立
っ
た
。

（
宮
司
の
）
高
橋
織
部
は
、
正
月
十
七
日
夜
、（
高
橋
が
こ
の
時
に
乗
船
し

二月

之

（
七
脱
ヵ
）
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︶
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て
い
た
）
船
中
で
、
最
初
に
船
頭
が
こ
の
星
を
見
つ
け
た
と
い
う
。
海
中

か
ら
手
毬
ほ
ど
の
大
き
さ
の
光
り
物
が
空
へ
上
が
っ
た
よ
う
に
み
え
、
そ

の
の
ち
、
ひ
ら
ひ
ら
と
籏
の
よ
う
に
動
き
、
最
後
は
薄
雲
が
か
か
っ
て
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑤
「
密
局
日
乗
」
一
月
二
十
一
日
条

45
一一
、、
過
ル
十十
七七
日日
薄
暮
、、
西西
之之
方方
江江
如如
図図
星星
出出
ルル 

初初
ノノ
図図

【
図
】 

 
 

後後
ノノ
図図
【
図
】

凡凡
象象
天天
災災
地地
妖妖
傚傚
於於
此此 

         
 

去
る
一
月
十
七
日
の
薄
暮
こ
ろ
、
西
の
空
へ
図
の
よ
う
な
星
が
現
れ
た
。

 
 
 
 

初
め
に
見
え
た
時
の
図 

 
 
 

の
ち
に
見
え
た
時
の
図

「
凡
象
天
災
地
妖
傚
於
此
」（
こ
の
よ
う
な
星
の
出
現
は
、
天
災
や
不
思
議
な

出
来
事
の
ま
え
ぶ
れ
で
あ
る
、
と
の
意
味
か
）。

②
「
草
舎
年
表

九
」
四
月
条

46
仝仝
月月
六六
日日
、、朝朝
五五
ツツ
半半
時時
、、空空
朧朧
ニニ
てて
雲雲
ルル
、、日日
のの
影影
弐弐
ツツ
見見
へへ
たた
りり
とと
、、 

変変
説説
有有
之之 

（
天
保
二
年
）
四
月
六
日
、
朝
五
ツ
半
時
（
午
前
九
時
頃
）、
空
が
朦
朧
と
し

て
曇
り
、
日
の
影
が
二
つ
見
え
た
。（
こ
の
現
象
に
つ
き
）
い
ろ
い
ろ
な
説

明
（
解
釈
）
が
さ
れ
た
。

＊
42
・
43
に
み
え
る
三
月
の
光
り
物
は
木
星
か
。〈
岩
村
〉
。

＊
42
・
43
に
み
え
る
日
輪
は
ハ
ロ
な
ど
の
現
象
。〈
岩
村
〉

＊
42
～
45
に
み
え
る
彗
星
は
、『
天
文
』
文
政
十
三
年
（
天
保
元
年

一
八

三
〇
）
十
二
月
六
日
条
に
「
彗
星
、
天
市
垣
に
出
現
」
と
あ
り
、
翌
年
一
月

三
日
に
も
肉
眼
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
一
八
三
〇
年
第
二
彗
星
。

天
保
四
年(

一
八
三
三)

⑧
「
有
武
日
記
」
五
月
条

47
一一
、、
鳥鳥
居居
之之
如如
キキ
星星
、、
暁暁
方方
近近
夜夜
半半
過過
ゟゟ
七七
ツツ
時時
分分
、、
南南
ノノ
方方
ニニ
見見
ええ

候候
、、
此此
星星
之之
守守
りり
有有
之之
、、
夫夫
をを
不不
戴戴
内内
見見
候候
ヘヘ
ハハ
死死
候候
由由
、、
絵絵
図図
ニニ

てて
見見
候候
而而
もも
よよ
くく
候候
、、
是是
をを
一一
説説
ニニ
ハハ
兜兜
星星
とと
もも
申申
候候
、、
いい
つつ
れれ
軍軍

事事
出出
来来
可可
申申
抔抔
とと
申申
候候
、、
肥肥
後後
とと
薩薩
摩摩
とと
出出
入入
有有
之之
、、
軍軍
ニニ
成成
抔抔
とと

申申
候候 

 

鳥
居
の
よ
う
な
（
鳥
居
の
よ
う
な
赤
色
の
、
の
意
味
か
）
星
が
、
暁
近
く
、

夜
半
過
ぎ
か
ら
七
ツ
頃
（
午
前
四
時
頃
）
ま
で
南
の
空
に
見
え
た
。
こ
の

星
の
加
護
が
あ
り
、
そ
れ
を
戴
か
ず
に
こ
の
星
を
み
る
と
死
ん
で
し
ま
う

局

二薄

（
一
月
）

山
口
県
文
書
館
所
蔵
資
料
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え
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近
世
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係
記
事
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山
﨑
︶
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と
い
う
こ
と
だ
。
絵
図
で
見
て
も
よ
い
と
い
う
。
一
説
に
は
こ
の
星
を
兜

星
と
も
い
う
。
い
ず
れ
戦
さ
が
起
き
る
だ
ろ
う
な
ど
と
も
い
っ
た
。
肥
後

と
薩
摩
で
争
い
が
あ
り
、
戦
さ
に
な
る
と
噂
し
た
。

⑧
「
有
武
日
記
」
六
月
条

48
一一
、、
夜夜
之之
九九
ツツ
過過
ゟゟ
南南
ノノ
方方
ニニ
乱乱
世世
星星
とと
申申
、、
三三
ツツ
星星
之之
内内
へへ
竿竿
をを
見見

たた
るる
様様
之之
星星
有有
之之
、、行行
列列
之之
備備
立立
なな
とと
ゝゝ
申申
候候
、、見見
ゆゆ
るる
夜夜
もも
有有
之之
、、

見見
へへ
ざざ
るる
夜夜
もも
有有
之之
候候
とと
噂噂
有有
之之 

夜
の
九
ツ
過
ぎ
か
ら
南
の
空
に
「
乱
世
星
」
と
い
い
、
夜
空
の
三
つ
星
の

あ
た
り
に
、
竿
が
見
え
る
よ
う
な
（
光
の
尾
を
引
く
よ
う
な
）
星
が
現
れ

た
。
行
列
の
備
立
の
よ
う
だ
と
も
言
っ
た
。
こ
の
星
が
見
え
る
夜
も
あ
れ

ば
、
見
え
な
い
夜
も
あ
っ
た
と
噂
し
た
。

天
保
六
年(

一
八
三
五)

②
「
草
舎
年
表

拾
」
八
月
二
十
三
日
条

49
八八
月月
廿廿
三三
日日
、、
此此
頃
彗彗
星星
西西
方
ニニ
見見
ゆゆ
、、
尤尤
宵宵
のの
内内
、、
穂穂
先先
東東
へへ
ささ
すす 

こ
の
こ
ろ
、
ほ
う
き
星
が
西
の
空
に
み
え
た
。
宵
の
内
に
星
の
先
頭
が
東
へ
と

向
か
っ
た
。 
 

⑤
「
密
局
日
乗
」
八
月
二
十
五
日
条

50
一一
、、
此此
節節
両両
三三
夜夜
異異
星星
西西
ニニ
顕顕
わわ
るる
、、
箒箒
星
に
訪
仏
たた
り
、、
人人
々々
怪怪
哉哉
とと 

称称
すす 

こ
の
こ
ろ
、
二
、
三
夜
に
わ
た
っ
て
「
異
星
」
が
西
の
空
に
現
れ
た
。
ほ
う
き

星
に
よ
く
似
て
い
る
。
ひ
と
び
と
は
怪
し
い
で
き
ご
と
だ
と
噂
し
た
。

④
「
御
家
年
表
」

51
八八
九九
月月
孛孛
星星
乾乾
方方
出出
現現
、、
中中
国国
洪洪
水水 

八
～
九
月
に
「
孛
星
」（
ほ
う
き
星
）
が
乾
の
方
角
に
現
れ
た
。
中
国
で
は
洪

水
が
起
き
た
と
い
う
。

＊
49
～
51
は
、『
天
文
』
八
月
条
に
「
大
彗
星
、
西
方
に
出
現
、
天
市
垣
に

入
る
」
と
あ
る
、
一
八
三
五
年
第
三
彗
星
（
ハ
レ
ー
彗
星
）。

天
保
七
年(

一
八
三
六)

⑤
「
密
局
日
乗
」
七
月
八
日
条

一
、、
異異
星星
南南
にに
顕顕
わわ
るる
、、
世世
のの
人人
兜兜
星星
とと
云云 

一
、、
又又
東東
にに
当当
つつ
てて
群群
星星
丸丸
くく
見見
るる
、、
人人
皆皆
怪怪
哉哉
とと
云云 

一
、「
異
星
」
が
南
の
空
に
現
れ
た
。
世
の
人
は
「
兜
星
」
と
言
っ
た
。 

 

一
、
東
の
空
に
群
星
が
丸
く
見
え
た
。
み
な
が
怪
し
い
こ
と
だ
と
い
っ
た
。

天
保
十
年(

一
八
三
九)

⑧
「
有
武
日
記
」
七
月
条

53
一一
、、
鹿鹿
嶋嶋
之之
事事
触触
ニニ
申申
ニニ
ハハ
、、
此此
内内
以以
昼昼
之之
日日
中中
よよ
りり
星星
之之
見見
へへ
候候
ハハ
、、

六六
月月
朔朔
日日
ゟゟ
見見
へへ
、、
豊豊
年年
星星
ニニ
而而
有有
之之
候候
、、
秋秋
よよ
りり
ハハ
疱疱
瘡瘡
流流
行行
、、 

至至
而而
安安
全全
とと
申申
候候 

鹿
嶋
の
事
触
（
鹿
島
神
宮
の
神
官
に
よ
る
お
告
げ
）
が
申
す
こ
と
に
は
、
こ
の

と
こ
ろ
昼
日
中
に
星
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
月
朔
日
か
ら
見
え
て
い
る

現
象
で
あ
り
、
こ
の
星
は
「
豊
年
星
」
で
あ
る
。
秋
か
ら
は
疱
瘡
が
流
行
す
る

が
、
い
た
っ
て
安
全
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

に

り

（
彷
彿
ヵ
）

八

日

頃

方

ほ
う
き

⑤一
52
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＊
金
星
か
。
西
暦
一
八
三
九
年
九
月
四
日
（
旧
暦
七
月
末
）
は
最
大
光
度
で
日 

中
に
見
え
や
す
い
。〈
岩
村
〉。 

 
天
保
十
三
年(

一
八
四
二) 

⑥
「
浦
日
記
」
六
月
二
日
条 

54
一一
、、
昨昨
日日
七七
ツツ
過過
日日
食食
、、
七七
歩歩
半半
之之
事事  

昨
日
（
六
月
一
日
）
七
ツ
過
ぎ
（
午
後
四
時
過
ぎ
頃
）
日
食
あ
り
。
食
甚
（
も

っ
と
も
欠
け
た
割
合
）
は
七
歩
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

 

天
保
十
四
年(

一
八
四
三) 

⑥
「
浦
日
記
」
二
月
十
七
日
条 

55
一一
、、
従従
此此
内内
夜夜
ニニ
西西
ノノ
方方
江江
白白
気気
図図
之之
如如
立立
候候
、、
何何
等等
ノノ
訳訳
ニニ
而而
候候
哉哉
、、  

不不
珍珍
敷敷
事事
ニニ
而而
もも
無無
之之
候候
事事  

白白
気気
見見
候候
処処
、、
雲雲
之之
様様
ニニ
有有
之之
事事  

  

    
  

【
図
】 

 こ
の
こ
ろ
の
夜
、
西
の
空
に
図
の
よ
う
な
「
白
気
」
が
立
つ
こ
と
が
あ
っ
た
。 

ど
う
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
珍
し
く
な
い
出
来
事
で
も
な
い
。
そ
の
「
白 

気
」
は
雲
の
よ
う
に
見
え
た
。 

*

こ
の
こ
ろ
浦
は
給
領
地
伊
保
庄
阿
月
に
お
り
、
同
地
で
の
目
撃
例
と
思
わ

れ
る 

  

          

  

⑥
「
浦
日
記
」
十
一
月
一
日
条 

56
一一
、、
日日
食食
七七
分分
、、
未未
ノノ
五五
刻刻
、、
下下
之之
所所
ゟゟ
懸懸
初初
メメ
、、
申申
之之
一一
刻刻
、、
左左
之之
下下

にに
甚甚
敷敷
、、
申申
之之
六六
刻刻
、、
上上
とと
左左
之之
間間
ニニ
終終
るる
也也 

（
十
一
月
一
日
）
日
食
。
食
甚
七
分
。
未
五
刻
（
午
後
二
時
頃
）
頃
か
ら
太
陽

の
下
の
方
が
欠
け
初
め
、
申
一
刻
（
午
後
三
時
過
ぎ
）
に
は
左
下
の
欠
け
方
が

著
し
く
、
申
六
刻
（
午
後
四
時
過
ぎ
）、
太
陽
の
上
と
左
の
間
で
食
が
終
わ
る
。 

 

嘉
永
二
年(

一
八
四
九) 

⑥
「
浦
日
記
」
二二
月月
一一
日日
条条 

57
一一
、、
日日
蝕蝕
九九
分分
半半
、、
五五
時時
三三
歩歩
、、
右右
之之
上上
よよ
りり
かか
けけ
はは
しし
めめ
、、
四四
時時
甚甚  

しし
くく
、、
四四
時時
八八
分分
左左
のの
上上
ニニ
終終
るる
也也  
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（
二
月
一
日
）
日
食
。
食
甚
九
分
半
。
五
ツ
時
三
歩
（
午
前
九
時
前
）、
太
陽

が
右
の
上
か
ら
欠
け
初
め
、
四
ツ
時
（
午
前
十
時
頃
）
に
も
っ
と
も
食
分
が
激

し
く
、
四
ツ
時
八
分
（
正
午
前
）
左
の
上
で
食
が
終
わ
る
。

嘉
永
三
年(

一
八
五
〇) 

⑥
「
浦
日
記
」
七
月
一
日
条
（
官
記
）

58
一一
、
月月
食
六六
ツツ
二二
歩歩
ゟゟ
四四
歩歩
ニニ
終終
るる
、、
二二
歩歩
計計
掛掛
候
、
西西
国国
ゟゟ
ハハ
見見
難難

くく
候候
事事 

（
七
月
一
日
）
日
食
。
六
ツ
時
二
歩
か
ら
始
ま
り
四
歩
頃
に
終
わ
る
。
太
陽
が

二
歩
ほ
ど
欠
け
る
。
こ
の
日
食
は
西
国
で
は
見
え
に
く
い
。

⑥
「
浦
日
記
」
七
月
一
日
条
（
私
記
）

59
一一
、、
日日
帯帯
太太
くく
、、
六六
時時
二二
歩歩
、、
二二
分分
計計
かか
けけ
なな
かか
らら
出出
、、
六六
時時
四四
分分
下下
之之

右右
にに
終終
るる
、、
東東
国国
ニニ
而而
ハハ
深深
くく
、、
西西
国国
にに
てて
はは
見見
へへ
かか
たた
かか
るる
へへ
しし 

（
七
月
一
日
）
日
帯
食
（
食
状
態
で
の
日
出
）
が
著
し
く
、
六
ツ
時
二
分
（
午

前
六
時
過
ぎ
）
二
歩
ほ
ど
欠
け
て
太
陽
が
出
、
六
ツ
時
四
分
（
午
前
七
時
前
）

に
太
陽
の
右
の
方
で
食
が
終
わ
る
。
東
国
で
は
食
が
大
き
く
、
西
国
で
は
見
え

が
た
い
。

嘉
永
五
年(

一
八
五
二) 

⑥
「
浦
日
記
」
七
月
一
日
条
（
私
記
）

60
一一
、、
日日
蝕蝕
九九
分分
半半
余余
、、
朝朝
四四
つつ
時時
七七
歩歩
、、
右右
のの
上上
よよ
りり
かか
けけ
はは
しし
めめ
、、
昼昼

九九
時時
五五
分分
甚甚
しし
くく
、、
八八
時時
三三
分分
、、
左左
のの
上上
にに
おお
わわ
りり
候候
事事 

日
蝕
。
食
甚
九
歩
半
。
朝
四
ツ
七
歩
（
午
前
十
一
時
頃
）、
太
陽
の
右
の
上
か

ら
か
け
始
め
、
昼
九
ツ
五
分
（
午
後
一
時
頃
）
に
も
っ
と
も
食
が
著
し
く
、
八

ツ
三
歩
（
午
後
三
時
前
）、
左
の
上
で
食
が
終
わ
る
。

嘉
永
六
年(

一
八
五
三) 

⑪
「
異
録
」

同
七七
月月
廿廿
四四
五五
日日
頃頃
ゟゟ
西西
北北
ニニ
当当
りり
てて
珍珍
しし
きき
星星
ああ
らら
わわ
れれ
候候
、、
常常
体体

之
星星
ニニ
而而
上上
ニニ
気気
上上
りり
、、
俗俗
ニニ
申申
尾尾
之之
如如
しし
、、
当当
町町
ゟゟ
見見
当当
るる
にに
其其
気気

凡凡
二二
尺尺
位位
イイ
、、
尤尤
夜夜
六六
ツツ
時時
ゟゟ
六六
半半
頃頃
迄迄
之之
内内
、、
夜夜
々々
西西
ニニ
よよ
りり
申申
候候
、、

凡凡
六六
七七
日日
位位
もも
出出
テテ
其其
後後
無無
しし 

 
 
 

右右
之之
図図 

 
 
 

尤尤
薄薄
しし 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

【
図
】

 

（
嘉
永
六
年
）
七
月
二
十
四
、五
日
頃
か
ら
西
北
の
空
に
珍
し
い
星
が
現
れ
た
。

通
常
の
星
の
上
に
「
気
」
が
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
、
俗
に
い
う
尾
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
柳
井
津
町
か
ら
み
え
る
と
そ
の
「
気
」（
尾
）
は
お
よ
そ
二
尺
ほ
ど

の
長
さ
で
あ
っ
た
。
夜
六
ツ
時
か
ら
六
ツ
半
の
間
（
午
後
六
～
七
時
頃
）
に
西

の
方
に
進
ん
で
い
っ
た
。
六
～
七
日
ほ
ど
現
れ
て
そ
の
後
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

右
の
（
彗
星
の
）
図
。
た
だ
し
、（
尾
の
部
分
の
色
は
）
薄
か
っ
た
。

 
 

＊
『
天
文
』
六
月
下
旬
条
に
「
彗
星
、
西
北
の
空
に
出
現
、
光
芒
三
尺
。
七
月

同之
61

⑥
、（

マ
マ
、
日
食
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
欠
）
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口
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館
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資
料
に
み
え
る
近
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事
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太
微
垣
に
あ
り
、
尾
北
斗
を
指
す
」
と
あ
る
、
一
八
五
三
年
彗
星
（
ク
リ

ン
ケ
ル
フ
ユ
ス
彗
星
）
と
思
わ
れ
る
。

 
 

＊
図
の
注
記
は
あ
る
い
は
「
尾
薄
し
」。『
天
文
』
掲
載
の
「
小
梅
日
記
」
に
は
、

「
盆
後
よ
り
人
々
ほ
う
き
星
出
る
よ
し
申
合
、（
中
略
）
如
此
の
星
、
色
は

至
っ
て
う
す
く
白
色
に
み
ゆ
」
と
あ
る
。

安
政
三
年(

一
八
五
六)

⑥
「
浦
日
記
」
九
月
一
日
条

62
一一
、、
日日
食食
四四
分分
半半
、、
朝朝
四四
時時
九九
分分
ゟゟ
八八
時時
二二
分分
ニニ
終終
候候
事事

日
食
あ
り
。
食
甚
は
四
分
半
ほ
ど
。
四
ツ
九
分
（
正
午
前
）
か
ら
八
ツ
二
分
（
午

後
二
時
過
ぎ
）
に
終
わ
る
。

安
政
五
年(

一
八
五
八)

⑦
「
渡
辺
諄
日
記
」
八
月
十
五
日
条

63
一一
、、
過過
る
十
二
日日
比
ゟ
箒
星星
出出
るる

ひひ
やや
しし
、、
暮暮
六六
ツツ
時時
西西
ニニ
見見
ゆゆ
るる
、、
暁暁
方方
七七
ツツ
半半
時時
東東
北北
ノノ
間間
ニニ
見見
ゆゆ
るる
、、

左左
之之
通通

【
図
】 

凡凡
弐弐
三三
間間
位位
流流
れれ
見見
ゆゆ
るる

去
る
八
月
十
二
日
こ
ろ
よ
り
彗
星
が
現
れ
た
。
補
足
。
暮
六
ツ
時
（
午
後
六
時

頃
）、
西
の
空
に
み
え
た
。
暁
の
こ
ろ
七
ツ
半
時
（
午
前
五
時
事
）
に
は
東
北

の
間
に
み
え
た
。
そ
の
姿
は
左
の
図
の
と
お
り
。 

お
よ
そ
二
、
三
間
も
（
彗
星
の
尾
が
）
流
れ
て
見
え
た
。

＊
渡
辺
諄
は
こ
の
時
江
戸
に
お
り
、
同
地
で
の
目
撃
記
事
と
思
わ
れ
る
。

③
「
年
表
」

八
月月
十十
九九
日日
頃頃
ゟゟ
長長
星星
又又
ハハ
スス
イイ
星星
共共
申申
星星
、、
宵宵
ニニ
酉酉
ノノ
方方
山山
端端
ニニ
見見
、、

次
第
ニニ
高高
くく
成成
、、
南南
方方
へへ
寄寄
、、
九九
月月
十十
八八
日日
頃頃
ニニ
消消 

八
月
十
九
日
こ
ろ
、「
長
星
」
ま
た
は
彗
星
と
も
い
う
星
が
、
宵
の
こ
ろ
、
西

の
空
の
山
端
に
み
え
た
。
そ
の
後
、（
星
の
位
置
は
）
次
第
に
高
く
な
り
、
南

の
方
へ
進
み
、
九
月
十
八
日
頃
見
え
な
く
な
っ
た
。

⑫
「
風
説
書
写
」

安安
政政
五五
午午
秋秋

当
年年
珍珍
星星
、、
月月
夜夜
之之
節節
見見
へへ
兼兼
候候
所所
、、
八八
月月
廿廿
日日
比比
ゟゟ
評評
判判
高高
くく
ハハ
、、

晦
日日
之之
夕夕
五五
ツツ
時時
、、
頭頭
ヲヲ
車車
床床
へへ
出出
、、
種種
蔵蔵
を
呼
出出
シシ
見
候
所所
、、
地地
之之

長長
ササ
なな
れれ
ハハ
拾拾
間間
余余
りり
見見
へへ
候候
へへ
共共
、、
星星
のの
見
る
所
ハ
奥
長
野野
ああ
たた
りり

かか
とと
云云
、、
云云
人人
ハハ
夫夫
ゟゟ
北北
へへ
当当
りり
日日
余余
地地
垰垰
之之
岡岡
ああ
たた
りり
とと
云云
、、
其其
余余

ハハ
北北
方方
・・
小小
川川
ああ
たた
りり
のの
上上
迄迄
薄薄
白白
くく
相相
見見
へへ
、、
移移
敷敷
星星
ニニ
而而
候候
、、
是是

呼

見

所

奥

（
穢
ヵ
）

当晦
65

八次
64

渡

月

る

ゟ

（
八
月
）
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をを
俗俗
ニニ
掃掃
木木
星星
、、
又又
ハハ
飛飛
流流
星星
とと
もも
云云
、、
誠誠
珍珍
敷敷
星星
ニニ
而而
候候
、、
拙拙
者者
七七

十十
九九
才才
ニニ
而而
是是
迄迄
掃掃
木木
星星
三三
度度
位位
もも
見見
候候
へへ
共共
、、
此此
度度
のの
様様
成成
大大
きき
成成

ハハ
始始
而而
見見
、、
古古
今今
之之
珍珍
星星
とと
世世
上上
皆皆
評評
判判
之之
事事 

 
 
 

午午
八八
月月 

安
政
五
年
秋

こ
の
年
「
珍
星
」
が
現
れ
た
。
月
夜
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
が
、
八
月
二
十
日

ご
ろ
か
ら
こ
の
星
が
評
判
と
な
り
、
晦
日
の
夕
五
ツ
時
（
午
後
八
時
頃
）、
星

の
頭
が
「
車
床
」（
地
名
か
）
の
地
で
見
え
た
。
種
蔵
（
家
の
奉
公
人
か
）
を

呼
び
出
し
観
測
さ
せ
た
と
こ
ろ
、（
彗
星
の
尾
の
長
さ
は
）
地
面
で
の
長
さ
で

言
え
ば
十
間
ほ
ど
に
も
見
え
、
星
を
み
る
場
所
は
（
下
久
原
村
の
）
奥
長
野
の

辺
り
が
よ
い
と
い
い
、
あ
る
者
は
そ
れ
よ
り
北
の
樋
余
地
垰
の
岡
あ
た
り
が
よ

い
と
い
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
場
所
で
は
（
下
久
原
村
の
）
北
方
・
小
川
あ
た
り

の
上
の
方
ま
で
（
彗
星
の
明
か
る
さ
で
）
薄
白
く
見
え
た
。
忌
ま
わ
し
い
星
で

あ
る
。
こ
れ
を
俗
に
「
ほ
う
き
星
」
ま
た
は
「
飛
流
星
」
と
も
い
い
、
ま
こ
と

に
珍
し
い
星
で
あ
る
。
自
分
は
七
十
九
才
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
う
き
星
を
三
回
ほ

ど
目
撃
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
大
き
な
ほ
う
き
星
は
初
め
て
み
た
。
古
今
の

珍
星
だ
と
世
間
で
は
評
判
に
な
っ
た
。

 
 
 
 

午
（
安
政
五
年
）
八
月

＊
63
～
65
は
、『
天
文
』
安
政
五
年
八
月
上
旬
条
に
「
大
彗
星
、
翼
宿
に
出

現
、
光
芒
北
を
指
、
軫
宿
に
移
る
」
と
あ
る
一
八
五
八
年
第
六
彗
星
（
ド
ナ

チ
彗
星
）
と
思
わ
れ
る
。

＊
ド
ナ
チ
彗
星
に
関
し
県
内
に
残
る
記
録
と
し
て
は
、
下
関
市
豊
前
田
町
の
福

仙
寺
に
彗
星
を
描
い
た
図
が
残
る
（
同
寺
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
参
照
）。
ま
た
、

萩
博
物
館
で
は
、
萩
藩
士
三
戸
茂
内
が
描
い
た
同
彗
星
の
図
を
所
蔵
し
て
い

る
（
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
二
二
年
企
画
展
「
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ス
タ
ー

ズ
ー
萩
の
先
人
た
ち
が
見
た
星
空―

」）。

文
久
元
年(

一
八
六
一)

⑦
「
渡
辺
諄
日
記
」
五
月
二
十
六
日
条

一
、、
一一
昨昨
廿廿
四四
夜夜
ゟゟ
戌戌
亥亥
之之
方方
ニニ
当当
りり
箒箒
星星
見見
ゆゆ
るる
、、
午午
年年
之之
箒箒
星星
とと 

違違
ひひ
尾尾
引引
余余
程程
長長
しし
、、
暮暮
六六
ツツ
時時
ゟゟ
見見
ゆゆ
るる 

 
 
 
 
 
 

【【
図図
】】 

外外
ノノ
星星
とと
違違
ひひ
、、
光光
少少
しし
、、
尾尾
ハハ
ささ
きき
程程
薄薄
しし 

 
 
 
 
 
 

 

戌戌
亥亥
方方 

一
昨
日
、
五
月
二
十
四
日
夜
か
ら
戌
亥
の
方
角
に
彗
星
が
み
え
た
。
午
年
の
彗

星
（
安
政
五
年
ド
ナ
チ
彗
星
）
と
は
異
な
り
、
彗
星
の
尾
は
余
程
長
い
も
の
で

あ
っ
た
。
暮
六
ツ
（
午
後
六
時
）
こ
ろ
か
ら
み
え
た
。

 
 

他
の
星
と
違
い
光
は
わ
ず
か
で
、
彗
星
の
尾
は
先
に
い
く
ほ
ど
薄
か
っ
た
。

*

渡
辺
諄
の
在
所
、
塩
田
村
で
の
目
撃
記
事
と
思
わ
れ
る
。

⑦

66
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⑥
「
浦
日
記
」
五
月
二
十
五
日
条

一
、、
頃頃
日日
暮暮
時時
分分
ゟゟ
北北
之之
方方
江江
星星
壱壱
ツツ
出出
、、
大大
ササ
大大
白白
星星
ゟゟ
太太
クク
白白
輝輝

をを
中中
空空
へへ
射射
、、
暁暁
方方
東東
方方
へへ
廻廻
りり
候候
事事 

こ
の
こ
ろ
、
暮
時
分
か
ら
北
の
空
に
星
が
ひ
と
つ
現
れ
た
。
大
き
さ
は
大
白
星

よ
り
大
き
く
、
白
い
輝
き
を
空
に
中
に
放
っ
て
い
た
。
暁
方
に
東
の
空
に
進
ん

で
い
っ
た
。

*

浦
は
当
時
伊
保
庄
阿
月
に
お
り
、
同
地
で
の
観
測
記
事
と
思
わ
れ
る
。

*

66
・
67
は
、『
天
文
』
文
久
元
年
五
月
二
十
日
条
に
「
大
彗
星
、
夕
の
西

北
の
空
に
出
現
、
光
芒
天
に
わ
た
り
終
夜
隠
れ
ず
、
六
月
に
及
ぶ
」
と
あ

る
、
一
八
六
一
年
第
二
彗
星
（
テ
バ
ッ
ト
彗
星
）。

＊
テ
バ
ッ
ト
彗
星
に
関
す
る
記
録
（
彗
星
を
描
い
た
図
）
が
下
関
市
の
福
仙
寺

に
残
る
（
同
寺
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）。

⑥
「
浦
日
記
」
六
月
一
日
条

一
、、
日日
食食
三三
分分
、、
朝朝
四四
時時
右右
之之
上上
ゟゟ
掛掛
始始
、、
四四
時時
四四
分分
右右
之之
下下
ニニ
甚甚
敷敷
、、

四四
時時
八八
分分
下下
之之
方方
ニニ
終終
りり
候候
事事 

 
 

日
食
三
歩
。
朝
四
ツ
時
（
午
前
十
時
頃
）
右
の
上
の
方
か
ら
欠
け
始
め
、
四
ツ

時
四
分
頃
（
十
一
時
前
頃
）、
右
の
下
の
方
に
食
甚
が
大
き
く
、、
四
ツ
時
八
分

頃
（
十
二
時
前
頃
）、
下
の
辺
り
で
終
わ
る
。

文
久
二
年(

一
八
六
二)

⑦
「
渡
辺
諄
日
記
」
八
月
五
日
条

一一
此此
間間
ゟゟ
暮暮
六六
時時
、、
戌戌
亥亥
之之
方方
ニニ
当当
りり
箒箒
星星
見見
ゆゆ
るる 

戌戌
亥亥
ノノ
方方
暮暮
六六
時時
過過
見見
ゆゆ
るる 

如如
此此
尾尾
をを
引引
くく 

 
 
 
 
 

【
図
】

こ
の
間
か
ら
暮
六
ツ
時
（
午
後
六
時
頃
）、
戌
亥
の
方
角
に
彗
星
が
み
え
た
。

戌
亥
の
方
角
に
暮
六
ツ
過
ぎ
に
見
え
た
彗
星
は
、、
こ
の
図
の
よ
う
に
尾
を

引
い
て
い
た
。

＊
渡
辺
諄
は
こ
の
こ
ろ
毛
利
元
徳
の
江
戸
行
に
随
従
し
、
伊
勢
国
石
部
（
８
月

４
日
）、
関
（
５
日
）、
桑
名
（
６
日
）
あ
た
り
を
通
行
中
。
彗
星
を
目
撃

し
た
の
は
そ
の
辺
り
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
『
天
文
』
文
久
二
年
七
月
条
に
「
七
月
十
五
日
流
星
雨
の
如
く
降
り
、
彗
星
、

東
北
の
方
紫
微
垣
内
に
出
現
、
八
月
に
及
ぶ
」
と
あ
る
一
八
六
二
年
第
三
彗

星
（
ス
イ
フ
ト
・
タ
ッ
ト
ル
彗
星
）
と
思
わ
れ
る
。

＊
ス
イ
フ
ト
・
タ
ッ
ト
ル
彗
星
に
関
す
る
記
録
（
彗
星
を
描
い
た
図
）
が
下
関

市
の
福
仙
寺
に
残
る
（
同
寺
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
）。

68 67

69
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年
未
詳
（
幕
末
ヵ
）

⑬
「
彗
星
之
説
」 

 
彗彗
星星
之之
説説 

去
ルル
七七
月月
中中
ゟゟ
戌戌
亥亥
のの
方方
にに
当当
りり
毎毎
夜夜
出出
給給
ふふ
木木
曜曜
星星
打打
続続
、、
豊豊
年年
のの

吉吉
星星
なな
りり
、、
俗俗
にに
ほほ
うう
きき
星星
なな
とと
ゝゝ
名名
をを
付付
候候
事事
、、
大大
キキ
成成
ルル
ああ
やや
まま

りり
なな
りり
、、
其其
故故
ハハ
昔昔
安安
部部
のの
清清
明明
在在
世世
のの
時時
、、
此此
星星
出出
現現
まま
しし
てて
、、
世世

のの
人人
悪悪
星星
イイ
出出
給給
ふふ
とと
くく
やや
みみ
歎歎
者者
少少
かか
らら
すす
、、
何何
のの
故故
そそ
、、
清清
明明
考考

所所
全全
悪悪
星星
にに
ああ
らら
すす
、、
至至
而而
吉吉
星星
なな
りり
、、
能能
々々
信信
すす
るる
者者
ハハ
自自
然然
福福
者者

とと
なな
りり
疑疑
ひひ
なな
しし
、、
聞聞
人人
恐恐
敬敬
ひひ
てて
祭祭
りり
奉奉
るる
にに
、、
日日
をを
経経
すす
しし
てて
大大

福福
長長
者者
とと
成成
者者
少少
かか
らら
すす
、、
大大
吉吉
星星
なな
りり
、、
又又
星星
へへ
祭祭
りり
候候
物物
をを
問問
ふふ
、、

清清
明明
答答
てて
、、
此此
星星
火火
をを
きき
らら
ひひ
給給
ひひ
候候
故故
、、
備備
物物
少少
シシ
、、
依依
之之
左左
にに
印印

備備
もも
のの 一一

米米 

一一
粟粟 

一一
稗稗 

一一
大大
豆豆 

一一
小小
豆豆 

右右
のの
五五
ここ
くく
ヲヲ
清清
浄浄
にに
しし
てて
戌戌
亥亥
のの
方方
にに
御御
備備
可可
被被
成成
候候
、、
尤尤
此此
星星
出出

現現
のの
間間
ハハ
年年
々々
豊豊
作作
ニニ
而而
、、
殊殊
ニニ
火火
難難
・・
水水
難難
のの
災災
ひひ
なな
しし
、、
仮仮
令令
役役

年年
にに
当当
りり
候候
共共
、、
此此
星星
出出
現現
のの
内内
ハハ
少少
シシ
もも
たた
ゝゝ
りり
なな
しし
、、
別別
而而
戌戌
亥亥

御御
方方
ハハ
身身
のの
上上
にに
悦悦
ひひ
少少
かか
らら
すす
、、
信信
心心
しし
給給
ふふ
へへ
しし
、、
尤尤
何何
のの
御御
年年

にに
限限
らら
すす
、、
御御
心心
信信
のの
御御
方方
、、
万万
端端
悪悪
事事
もも
吉吉
事事
とと
変変
シシ
、、
子子
孫孫
長長
久久

のの
基基
、、
目目
出出
たた
しし

くく 

 
 

彗
星
の
説

去
る
七
月
中
か
ら
戌
亥
の
方
角
に
毎
夜
「
木
曜
星
」
が
現
れ
る
こ
と
が
続
い
た
。

こ
れ
は
豊
年
を
示
す
「
吉
星
」
で
あ
る
。
俗
に
ほ
う
き
星
と
名
付
け
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
む
か
し
（
陰
陽
師
と
し

て
名
高
い
）
安
倍
晴
明
が
存
命
の
時
代
、
こ
の
星
が
現
れ
、
人
々
の
中
に
「
悪
星
」

が
出
た
と
い
っ
て
嘆
き
悲
し
む
者
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
安
倍
晴
明
が
言
う

に
は
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
自
分
が
考
え
る
に
ま
っ
た
く

「
悪
星
」
で
は
な
い
。
い
た
っ
て
「
吉
星
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
信
じ
る
者
は

き
っ
と
幸
せ
と
な
る
こ
と
疑
い
な
い
。
そ
れ
を
聞
い
た
人
が
恐
縮
し
つ
つ
こ
の
星

を
御
祭
り
し
た
と
こ
ろ
、
日
を
経
ず
し
て
大
福
長
者
と
な
る
も
の
が
少
な
く
な
か

っ
た
。「
大
吉
星
」
で
あ
る
。
ま
た
、（
あ
る
人
が
）
こ
の
星
に
お
供
え
す
る
物
を

尋
ね
る
と
、
清
明
が
答
え
る
に
は
、
こ
の
星
は
火
を
嫌
う
の
で
お
供
え
す
る
物
の

種
類
は
少
な
い
。
こ
の
た
め
、
次
に
あ
げ
る
物
が
お
供
え
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 
 
 

米
・
粟
・
稗
・
大
豆
・
小
豆

こ
の
五
穀
を
清
浄
に
し
て
戌
亥
の
方
角
に
お
供
え
す
る
と
よ
い
。
こ
の
星
が
現
れ

て
い
る
間
は
年
々
豊
作
と
な
り
、
こ
と
に
火
難
・
水
難
な
ど
の
災
い
も
な
い
。
た

と
え
厄
年
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
星
が
見
え
て
い
る
間
は
少
し
も
祟
り
は
な
い
。
特

に
戌
亥
の
方
角
に
居
る
者
は
身
上
に
嬉
し
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
信
心
す
べ
き

で
あ
る
。
も
っ
と
も
何
の
年
に
限
ら
ず
、（
こ
の
星
を
）
信
心
す
る
者
は
万
事
に

つ
け
悪
事
も
吉
事
に
変
え
、
子
孫
長
久
の
も
と
に
な
る
。
め
で
た
し
め
で
た
し
。

去
70
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63「渡辺諄日記」安政5年(1858)8月15日条

66「渡辺諄日記」文久元年(1861)5月26日条69「渡辺諄日記」文久2年(1862)8月5日条

33「密局日乗」文化4年(1807)9月4日条45「密局日乗」天保2年(1831)1月21日条

61「異録」嘉永6年(1853)7月24～25日
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